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昭和2出月 1日|庶務係，細菌検査係，化学試験係，病理臨床試験係， I所長倉持恭一衛生部長

食品検査係の 5係制で発足。 I事務取扱
昭和25年 2月10日

山本耕一所長

昭和29年 7月1日 血液銀行係を加え 6係制となるO

昭和31年 1月25日 青森県衛生研究所弘前出張所を設置するO

昭和32年 6月1日 青森県血液銀行設置に伴し衛生研究所弘前出張所及 l昭和凶

び血液銀行係を廃止するO 木下嘉一所長

昭和33年 5月1日|処務規程の全面改正により，庶務係，試験検査係と

なるO

昭和34年 3月3日l試験検査係を細菌病理臨床試験係，化学食品検査係 l昭和34年 8月20日

に改め 3係制となるO 秋山有所長

昭和一 1日|問一理問の1叫 tt:.0o

昭和43年 3月25日 青森県保健衛生センタ一合同庁舎完成し移転。 i青森市大字造道字沢田

(現庁舎)

昭和44年 4月1日l公害科が新設され 1室3科となる。 昭和44年 4月1日

山上豊日所長

昭和48年 4月1日!科制を課制に改める。 |昭和47q:.9月1日

山本耕一所長

昭和49年 4月1日|公害調査事務所設置に伴い公害課は廃止される O

昭和54年5月1日 昭和54年 5月1日

秋 山 有 所 長



組織及び分掌事務

1-1.庶務に関すること O一課1-1'---___-1 '-2.統計報告に関すること O

1-1 病原となる細菌，原虫及び真菌の試験研究に関する

2.病原となるウイルス及びリケッチャの試験研究に関

すること O

-3.血清学的試験研究に関すること O

「一一l「-7|「-il-4 環境衛生に係拠物学的試験研究に関すること o
所 長 -1次 長一ト技生物課 -1

L一一一一 I ._-. -.. I 1-5 .食品衛生に係る微生物学的試験研究に関すること O

1-6.寄生虫及び衛生動物の試験研究に関すること O

1-7 臨床病理の試験研究に関すること O

-8.微生物学的試験の技術指導に関すること O

-9.実験動物の飼育に関すること O

-10.先天性代謝異常検査に関することo

1-1 医薬品，衛生材料，香粧品等の試験検査に関するこ

とO

-2.飲食物及び添加物の試験検査に関すること O

1-3 食品器具器材の試験検査に関することo

1_1 >mM~"" 1 1-:温泉同一一…-1理化学課1-¥-5飲料水の試験検査に関すること。

-6.その他理化学的試験調査及び研究に関すること O

-7.理化学的試験の技術指導に関すること O

-8.生活労働環境に関する調査研究に関すること O

-9.下水， し尿消化槽，浄化槽等の汚水の試験研究に関

すること O
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職員の配置

S 55. 4. 1 

リ川ilizitlz: 技能そ技師のI堅中圭他実務旦 計

所 長 I 1 I 

1111 | 次

総 課 長 1 
務 主 事 3 
課 その他

物微生課 11111111311 l1 

1 
主任研究員 2 
技師 5 
その他 3 3 

理化A干課fー 技課斗工 {f ~別π d九b 長円師H 

1 
1 2 
1 1 5 

計 U 21 5/ 51 31 11 51 1/ 31 

職員名簿

所 長 秋 山 有 技 師 石 JII 和 子

次 長 千 葉 寛 " 1ノf-、Z 良 みどり

総務課長 安 田 豊 技能主事 瓜 田 き ぬ

総括主任 徳 差 清四郎 " 藤 林 マツヨ

主 事 秋 フじ しづ子 理化学課長 林 英

" 神 彰オノ 子 主任研究員 I司Eコ 橋 政 教

技能技師 羽 賀 進 美 " 鹿 三日区

微生物課長 山 本 昌 一 技 師 秋 山 由美子

主任研究員 豊 )11 安 延 " 古 JII 章 子

" 佐 藤 允 武 " 桶 田 幾 代

技 師 大 友 良 光 " 
「凸...，. 田 淳 子

" 阿 部 幸 " 野 村 真 美

" 野 呂 キョウ 技能主事 藤 田 智 子
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業務概要

I 微生物課

細菌ウイルス血清検査部門に関する依頼検査及ひ、先天

性代謝異常検査並ひYこ調査研究業務を行った。

1.依頼検査

(1) 一般依頼検査として学校給食調理従事者等の腸内

細菌，寄生虫卵検査，病院依頼の風疹検査，食品衛

生法に基づく魚肉ねり製品， 冷凍食品等の規格検

査，水質検査は水道水，環境衛生施設関係の細菌検

査を行い依頼件数は別表のとおりであるO

(2) 行政検査は保健所依頼の梅毒検査，風疹検査，チ

フス菌同定検査及び海外渡航者のコレラ菌検査並び

に食中毒検査が主だったものである O

2. 調査研究事業

調査研究事業は，青森県の内陸土壌におけるボツリ

ヌス菌分布調査として宅地129検体，畑地117検体，水

田63検体，河川敷地 9検体について行った。(別項記

載〉

ウイルス関係で、は，インフルエンザ流行予測感染源

調査及び日本脳炎感染源調査を実施した。(別項記載〉

(1) インフノレエンザ流行予測感染源調査 60件

ベア血清 54件分離10株(ソ連型)HIN1t 

(2) 日本脳炎感染源調査 200件

(3) 研究課題

受身溶血 (PHL)によるヘルベス抗体の測定

一マイクロ法ならびに一元放射溶血 (SRH)

試験)-

3. 教育研修

イ〉研修

保健所検査技術者研修を昭和55年 1 月 28 日 ~30 日

の 3日間，次のテーマにより実施した。

研修テーマ

O 最近のコレラ情勢とコレラ菌検査体制のあり方

(秋山衛生研究所長〉

。食中毒の行政(江渡県環境衛生課長〉

O実習(コレラ菌及びその類似菌の検査方法〉

ロ〉教育

青森県立青森高等看護学院に非常勤講師として，

微生物学を講義した。

豊川主任研究員 (1科〉

佐藤主任研究員 (1， 2科〉

大友研究員 (2科〉

微生 物課 依頼検査件数

検 査 種 ~IJ 
一般依頼 | 行政依頼

備 考

腸 内 高田 菌 検 51 赤痢 菌菌 2，590件件
コレラ 11 

同 定 検 81 チフス菌

寄 生 虫 卵 検

419 11i T ガラPHス板A法法性陽陽性性43(((001 .799月%6〕〉) 梅毒検査
T P H A法 419 両方法陽 5 (1.2 

食 中 王三邑手 検 1 I 分む離菌つ株市ピブリオ属

食 品 検 査書水食はそっ凍産酵の食食日食器他品品肉 I 

21 
4 
2 
16 
10 
3 

257 
41 不適格一般細菌数 5 (2%) 

131 大腸菌群 39 (15.2%) 
55 

両方 22 ( 8.6%) 
4 

フエエール血ケン症尿ト症ン尿症 疑陽疑陽陽性性性 1 先天性代謝異常検査 19，278 ヒスチジン 3 
ホモシスチ 1 

風 疹 検 査 184 475 
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E 理化学 課

1.一般依頼検査

(1) 食品および容器包装検査

検 査種 目 |件数| 検 査 項 目 検 体

食品添加物 13 

甘 味 料 (4) サッカリン 焼さ竹き輪い，か加，工タ用ールも色ろ素み製，剤

着 色 料 (1) タール色素 加工用もろみ。

保 存 キヰ (4) ソルピン酸 加さ工き用もろみ，かまぼこ，
し、カミ

漂 白 剤 (3) 過酸化水素 こんぶ加工品

酸化防止剤 0) プチルヒドロキシアニソール にしん

栄 養 分 l灰水分分蛋白質脂質炭水化物 I 焼竹輪

3 I 有有機機塩り素ん系系化化合合物物 | りんごジュース 血摂

[い化 ンB!，B2 

( 加山工ホタ、テ竹貝輪殻， 牛食器
肉

そ の 11 塩 ナトリ鉄ウム，脂肪
でんぷん，P'--/....， カルシウム他

計

(2) 水質 検 査

件 数|塩査種目 検 査 項 目

一
費
ノ

一
消
'
エ

ム
ン
フ

ウ
ガ

リ
ン
度

カ
マ
硬

酸
'
'
他

ン
鉄
素
物

ガ
'
ッ
留

ン
銅
フ
残

マ
'
'
発

過
ン
素
蒸

リ
ヒ

ン
機
'
剤

オ
有
ム
性

イ
'
ロ
活

素
銀
ク
ン

塩
水
価
オ

，
'
六
イ

素
ン
'
陰

窒
ア
鉛
'

性
シ
'
類

酸
'
鉛
ル

硝
量
亜
一

全項目検査

その他

239 

53 
上水

711 I pH，浮遊物質， BOD， COD，塩素イオン，全窒素

190 1 大腸菌群，カドミウム，鉛，水銀， ヒ素他

し尿放流水

ゴミ焼却場等
排 水

pH，硬度，鉄，マンガン他地

pH，全窒素，ヒ素，亜鉛，銅，鉄，マンガン，鉛
カドミウム他河

pH， COD， DO，浮遊物質，大腸菌群海

陽イオ、ノ，陰イオン，遊離成分他

ナトリウム，カルシウム，硫酸，塩素，炭酸水素等の
各イオン， pH，蒸残他温

ナトリウム，カルシウム，塩素等の各イオン他

※申込件数 43 試験実施件数 35 
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(3) 医薬品その他検査

検査種

医薬品定量

目!件

分析 l

数 !検査項

1 I 塩酸プロカイン

目

化 粧 4 I アルキルベンゼンスルホン酸ナトリウム

家庭用洗 剤| 4 | アルキルベンゼンスルホン酸ナトリウム りん酸

9 I 

2. 行政依頼倹査

(1) 食品および容器包装検査

検 査 程 目 (件数 l も長 査 項 目 検 体

食品添加物

甘 味 来ヰ (12) サッカリン 清カミ涼ま飲tぎ料こ水， 漬物， さきいか

着 色 キヰ (15) タール色素

保 存 料 (12) ソルピン酸 ちきくわし、，ヵいかJ属ま製ぼ， 漬物
さ ぅカミ こ

手i百/j五ミ 白 剤 (14) 過酸化水素，亜硫酸塩 うどん，数の子，漬物

発 色 剤 ( 5) 亜硝酸塩 たら子

タ ー ル 色 素 製 品検査 l 61 確認試験純度試験 | タール色素製剤

油脂食品検査| 531 酸価，過酸化物価 |即席めん油菓子

学校自主給エ食用食調品査中のフタ I 
ル ステル 61 DBP， DOP， DHP 

| ジャムハチミツチヨコレー
ト，マーマレード，マーガリン

魚 介類中の水銀調査| 111 総水銀
! っきまぞい いか しられうお，

なこ，あいなめ，かい

食品中の PCB調査| l 牛乳，肉類，魚介類

果実中の残留農業調査 l 221 BHC， DDT ドリン剤 りんご，ぶどう，すし、か

牛乳中の残留農業調査| 51 BHC， DDT ドリン剤

主産物中の合成抗菌剤調 | 

玄米中のカドミウム調査 | 
主品容器包装の重金属調 i 

101 鉛，亜鉛，銅，カドミウム |ωり椀

貝 f三主E主E 調 判脂溶性貝毒，麻痔性貝毒 | ホタテ貝 ムラサキイガイ

ω~)I 毒性試験

そ の 他

異臭メロン試験

清酒の理化学的試験 (1〉 p;蒸H発，残酸度留物~，ア塩ミ化ノ酸物，他ヒ素

発疹原因物質試験 (3) ヒスタミン サパ，サケ，牛肉!属製

モップ貝による食中毒 (1) 毒性試験
試験

計
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(2) P C B，残留農業による母乳汚染疫学調査 10件 昭和54年度における進捗状況:文献情報の収集，

(3) 水道源水の水質検査 1件 粗毒物の化学的性状把握，中腸腺の祖成分析，分析

(4) I有害物質を含有する家庭用品の規制に関する法 機器の整備。

律」に基づく家庭用品の試買倹査 (2) 乾燥牛血中の重金属含有量調査

塩化水素・硫酸 3，防炎加工剤 (APO， トリス〉 牛血中の鉄，亜鉛，銅，マンガン，鉛，カドミウ

4，防虫加工剤(デイルドリン) 2，ホルムアルデ ム カルシウム マグネシウムの含有量について分

ヒド 9，有機水銀化物11 計 29件 析法等の検討。

3. 調査研究 4. 技術研修

(1) ホタテ貝毒に関する研究(脂溶性貝毒の化学的研 水道法改正に伴う新水質検査方法の第 2巨i技術指導

究〉 講習会開催。

-7-
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青森県衛生研究所報 17， 9 -15， 1980 

青森県、内陸土壌における Olostridium

botulinum分布に関する調査研究

宅地、畑地及び水田における分布

豊川安延 大友良光 山本昌三 山本耕一

緒 Eヨ

ボツリヌス菌(以下ボ菌と略〉の生態学研究， 特に

人に中毒を起すボ菌分布は， 1920年代に Meyer と

DubovskyD らの広汎な調査をはじめとし数多くおこな

われた。その結果，欧米諸国にA，B型菌の分布が明ら

かにされている O アメリカでも A型菌はロッキ一山脈地

帯及び西部地方に多く B型菌は大西洋諸川|に多く，ま

た， A型菌は処女地に， B型菌は耕作地に多く，その分

布は地理的に，土壌学的に差があると述べられている O

一方，アメリカにおける E型菌の分布は， Wardら2)は

北西大西洋に Craigら3)，Eklundらのは大平洋沿岸各

州に， Bottら5)，Gr aikoskiらのは五大湖地方に優位で

あると述べている O これらの分布はアメリカにおけるボ

ツリヌス症発生の地域分布に一致している。7)

我国においてもボ菌の生態学的研究は主にその発生地

方でおこなわれているO 中村ら8)，神沢9¥ 小野ら10)は

北海道の海岸，内陸，湖沼，河川，植林を調査し，植林

をのぞいてE型菌のみが広範囲にわたる分布を述べ，児

玉ら1])，斎藤ら12)は秋田県八郎潟，海岸，河川，湖沼，

団地，畑地，宅地を調査し， A型菌及びE型菌を，特に

E型菌優位を述べ，著者ら 13~18)は青森県の湖沼，河川，

漁港及び湖沼生息魚介類，海産魚を調査し A，E F 

型菌の分布を，特にE型菌の優位を述べた。徳地ら19)，

林ら20)は琵琶湖及び河川における E型菌の優位分布を述

べている O

これらの分布成績はこれまでに発生した本邦のボツリ

ヌス症発生分布に一致し， E型菌の生態学上において

も，その分布は水域地帯に高く，小野ら1のが述べている

如く， E型菌の分布は水と深い関連性を示唆している O

調査地

調査地は表 1のボツリヌス症発生12地域21-26)， 表 2

はボ菌分布調査でボ菌汚染地と判明した 3地域14-16)，

表 3はボツリヌス症未発生地域及び未調査 10地域であ

るO

表 1 ポツリヌス症発生地域

1 南郡田舎館村

2 東郡今別町

3 青森市奥内

4 青森市小浜

5 青森市千富町

6 青森市平新田

7 東部平内町

8 上北郡野辺地町

9 上北郡東北町

10 上北郡十和田湖町

11 下北郡脇野沢村

12 下北郡滝山

表2 ボ菌汚染地域

1 西郡岩崎村

2 西郡車力村

3 西郡木造町

表 3 ボツリヌス症未発生地域およびボ菌分布

未調査地域

l 五所川原市内

2 弘前市内

3 西部柏村

4 黒石市内

5 むつ市内

6 青森市新田

7 青森市石江

8 青森市浪館

9 八戸市尻内町，他

10 三戸郡福地村

被検体

これに反し，水域地以外における E型菌の生態はよく 表 1，表 2，表3に示した各調査地域内の宅地，畑

知られていなし、。このことから，著者らは本県のボツリ 地，水田及び 1部河川の土壌を検体とした。土壌は調査

ヌス症予防対策する目的で，従来おこなってきた水域地 地点において， 1辺 1mの三角形の各項点から計 3検体

以外の内陸部のボ菌分布を調査した。その結果を報告す ( 1 検体200~300g )を土中15cm~20cmの深さから採

るO 取した。
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表 4 検体採取地及び検体区分

毛
一

6

6

3

3

3

6

F

ヴ
4

口。

取

日

一

1

♂

木

一

例
月
一

4

η

η

H

H

H

4

検

年

一

4

.

4

一

戸

iD

に
d

地

一

村

町

村

町

市

村

市

取

一

原

採

一

崎

浦

力

造

川

前

体

一

所

検

一

岩

深

車

木

五

柏

弘

黒石市

田舎舘村

/f 

11 

今 別町¥54. 4. 19 ¥ 9 

青森市 I54. 4. 20 I 27 

平内町 I54. 4. 27 I 6 

野辺地町| 1f l12 

むつ市 I54. 4. 24 I 6 

脇野沢村小沢 /f I 6 

I! 滝山 I! 

東 北町 154.4.26¥ 6 

十和田湖町| ff 1 6 

福地村 I54. 4. 25 I 3 

八 戸 市

計|ト29

( )内は検体採取地点数

" 

つd
n

ぺ
U

円
、
U

¥
iノ

、

3

/

¥

l

ノ

¥
h
ノ

¥

l

ノ

2

2

1

1

1

 

/
t
¥
/
t
¥

〆
t

¥

/

t

¥

/

t

¥

検
一
水

3

3

一
地

α

。

壌

田!河入 !:J口( 計

(1)下一一「-γ7i-7J
(1) 

(1) I 3 (1) 

つd
¥

ノ

¥

}

ノ

¥

}

ノ

¥

』

ノ

、

1
ノ

1
ノ

¥

ノ

¥

/

¥

}

ノ

¥

J

ノ

¥

ノ

¥
lノ

1
ム

1
ょ

1

i

1

i

1

ム

Aヨ

1
ょ

っ

白

1

L

1

ょ

1

4

1

L

f

L

f

h

¥

f

k

/

i

¥

f

k

/

{

¥

/

t

¥

f

¥

/

t

¥

/

t

、
f

k

f

¥

3

3

3

3

3

2

3

6

3

3

3

3

 

噌

E
ム

¥
lノ

¥
3
ノ

¥
lノ

¥
lノ
¥

』

ノ

¥

B

ノ

¥
lノ
¥

，

ノ

、

l
ノ

¥

，

ノ

¥

，

ノ

¥
iノ

1

2

1

2

2

0

2

4

1

2

2

2

 

/

t

¥

/

I

¥

/

{

¥

/

t
、、

f

k

寸
i

/

t

¥

/

『

¥

/

t

¥

f

k

/

{

¥

〆
{
¥

f

L

 

3

6

3

6

6

0

6

2

3

6

6

6

 

n
J

吋

1

¥

}

ノ

¥

，

ノ

¥

}

ノ

、

15ノ
¥

J

ノ

¥

，

ノ

¥

，

ノ

¥leノ
¥

J

ノ

¥
jノ

¥
iノ

2

1

2

3

9

2

4

2

2

2

2

 

f
s
¥
/
t
k
/
1
1
、

/

t

¥

/

l

¥

/

{

¥

/

{

¥

/

t

、，
f

、
/
l
¥
/
r
k

3 

6 

6 

¥

}

ノ

、

3
ノ

咽
E

ム

ー

，

A

/
l、、

f
'
¥

q

u

q

u

 

、3
/

¥

，

ノ

¥

}

ノ

つ中

1
ム

つ

山

/

f

¥

/

t

¥

/

t

¥

 

(1) 

6 

Fhd

口
R
U
F
h
u

尽
υ

1

1

7

1

 
、B

ノつuf
¥
 

12 (4) 

3 (1) 

9 (3) 

円

J

Q

J

F

h

d

Q

d
-Eム

(1) 

(3) 

(5) 

(3) 

(5) 

(6) 

(25) 

(5) 

30 (10) 

12 (4) 

15 (5) 

30 (5) 

15 (5) 

15 (5) 

6 (2) 

15 (5) 

川 63 (刈 3 叶 6 叶318 (附

検体の採取地，採取年月日，採取地点数及び検体数を

表4vこ，検体採取地点を図 1に示した。

方 法

土壌検体の処理は既報13-18)の土壌100gに滅菌生理食

塩水100mlを加え，強く振蓋し，静置15分全量を3000rpm

30分遠心，沈涯を検体とした。使用培地，嫌気培養，増

菌培養，画線培養36)，ボ菌毒性試験，ボ菌毒素中和試験，

ボ菌分離15)及び BoticinE生産菌27)， Sporocin生産

菌28)に関する方法はし、づれも既報に従った。ボ菌分離に

際し，培養液中にE型ボ菌毒素陽性にも拘らず菌分離陰

性に終る例にしばしば遭遇する Oその原因の一つにBoti-

cin E生産菌及び Sporocin生産菌の混在によることが

明らかにされた。このことから，本調査においても両生

産菌の存在を考慮し表5に示す如くボ菌検索順序として

次のようにおこなった。沈置土壌全量 (1-3g)を10

ml入れ肝片加肝蔵ブイヨンに移し， 60
0C 20分間加熱処

理後， 30
0

Cに7日間培養した。

2日目及び5日目培養のトリプシン活性化29)後， 3000 

rpm20分間遠心，上清0.5ml宛を15ー20gddY-Fマウス

腹腔内に接種し毒性試験を行い，ボツリヌス様症状(腹

壁陥凹，呼吸困難につづく致死〉によりボ菌存在を疑い

中和試験を行った。次にボ菌分離検査は 2日目及び5日

目培養液のボ菌毒素陽性検体及びマウスの症状からボ菌

-10 -



l- ー養 液 一 |
ト-1 ポツリヌス毒素の証明

→ 5日目培養液一一

真球層形成集落釣菌

i 
スポット試験

陰性

画 線↓培 養 一 一Boti叫液 塗 布

LVG寒天平板培地

表5 検査 方法

検体処理

↓ 
増菌培養 肝片加肝臓ブイヨン 30"C 

TPGYブイヨン， 37"C 

16~18時間

37"C， 16~18時間

陽性 陰性

マウ ス毒 性試 験 マ ウス 毒性試験

I E ~$ ~ 9 ~ ̂  ~ I I一三九E型ボツリヌス菌 1 _ 

一 | ボツリヌス菌|

円五竺正
存在が疑われた検体のそれぞれをLV寒天平板培地に塗

抹，3TC48時間 GasPakによる嫌気培養を行い，発生

した真珠層形成菌を 1検体より一律に 5ケ宛をTPGY

に移し 3TC16~18時間培養した。その培養液の 1 部を

100"C20分間加熱後，その 1エーゼ(外径3mm，内径2

m mのノレープ〉宛をE型菌岩内株芽胞 1X 107 Iml塗布

の LVG寒天平板培地にスポットし3TC18~24時間 Gas

Pak にて培養後， 明瞭な阻止帯を示す株を選び，

Boticin E生産菌及び Sporocin生産菌の生物化学的性

状を調べ，スポット法において，両生産菌陰性を示した

菌株はポ菌を推定し，次の検査を進めた。回線培養によ

E型菌芽胞 1X 107個

塗布のLVG寒天平板培地

3TC， 16~18時間

陽性

↓ 
生物化学的性状

↓ 
菌

菌
産

産

生

生

E

n

 

n

u

 

-
-
o
 

u

r

 

t

o

 

o
p
h
 

B

S

 

る BoticinE液塗布のLVG 寒天平板培地で 3TC16~

18時間培養後， Boticin Eに感受性を示す菌珠をE型菌

と Boticin非生産菌E型類似菌を選択し， マウスに対

する毒性試験及び中和試験を行い，非感受性菌について

は， A， B， F型菌を検討した。なお，ボ菌抗毒素は千

葉県血清研究作製を使用した。ボ菌毒素陽性検体からの

菌検索においては，ボ菌が分離されるまで可能な限り真

珠層形成菌を釣菌し検討した。

結果

土壌318検体中， 29検体 (9.12%)にマウス致死毒を

認め，これより 10検体 (3.45%)にE型ボ菌毒素を検出
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分離E型菌11菌株のうち 8菌株はE型ポ菌毒素陽性

検体10検体より，他3菌株はボ菌毒陰性19検体より分離

された。

また， E型ボ菌毒素陽性検体からの真珠層形成菌の釣

菌数1O~20個において，その多くから E型ボ菌を分離し

た。

Boticin E生産菌の分離はマウス致死29検体中 9検体

(31.0%)に分離され，分回のボ菌検索においてはE型

菌の発育阻害因子としての役割は殆んど認められなかっ

た。

調査地域におけるボ菌分布に関し，次の成績を得た。

各調査地点数からの E型ボ菌検出率は黒石市及び柏村

した。 E型ボ菌は10検体より分離された。

マウス致死毒29検体からのボ菌検索に関する詳細は表

6に示した。

表 6に示した成績の如く，経目的に行った毒性試験に

おいて，検出されたE型ボ菌毒素10検体中10検体は総て

2日目培養で認められた。このうち 1検体のE型ボ菌毒

素は 5日目で消失した。

また，表7に示す如く，マウスに対する特有なポツリ

ヌス称症状を呈するにも拘らずボ菌毒素，ボ菌共に検出

不能なる16検体が認められた。その検体数はE型ボ菌毒

素陽性検体数とほぼ同数であったが，マウス致死毒の解

明には至らなかった。

検一地点陶l検 体 Nalヰス1111lL:1L2J21li守主
マウス致死毒検出29検体からのボ菌検索に関する成績表6
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表 7 ボ菌存在が疑われる検体の検体採取地別

及び検体区分

検体採取地別 |地点 No.1検体 No.1検体区分
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66.7%，十和田湖町50%，田舎館村40%，平新田20%，

東北町16.7%，野辺地町8.5%の順であった。

.…E型ボ同検出地点
@.・・ボ菌存在推定地点
.…・土壌採取地点

ロ..ボI早i食中毒発生地

A 料(分母は採取検体数

N"̂l分子は毒素検11¥検休数

日

本

iiIJ 

図1

地

総検体数からの E型ボ菌検出率は 318検体中 13検体

(4.09%)で低く全調査地域にわたる分布は認められな

かった。また，その分布は図 1に示す如く，ボ菌食中毒

発生地域において多く認められなかった。更らに，その

分布はボ菌汚染地域との関連も認め得なかった。

検体区分別の検出率は表8に示す如く，宅地より畑地

に，畑地より水田に比較的多く検出された。

表 8 検体区分別におけるボ菌分布成績

(調査|子町 (ボ菌存在の戸
地点|検体.w， ..t-: *1.- 11";" J+-*Ir 1 .w，，.r; *Ir 1 I~I~~I 地点数|検体数 地点数|検体数数|数 1 "l!:.J;-;¥?z)( I 'Iy( v~ :w<. "l!:./;，¥:w<. I 

宅 地制I431 一(4山(1めd山|い3( 7山(3.1) 〉

畑 地捌I 3刻9到| 山

7水k 田I 21引I 63到14(1凶9.0)到15(7.9)到!3 (14.3)引15(7.9) 

そのf他也 3到 9到i 1 (3お3.3の)'1 (α11.1リ)10 川O 11I  ~ '~~.~/I ~ v~.~/I ~ 

計 r10E6j 318111 (10.4)113( 4.l)j11(10.4)j16( 5.0) 

内は地点数及び検体数に対する百分率

小数第 2位四捨五入
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i羊

同百而1

•• %対 105 106 

昭和54年度ボ菌分布調査成績 一分布図一
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考 察

E型ボ菌毒素検出にも拘らず菌分離が陰性に終る例が

これまでのボ菌分布調査において数多く経験される。本

調査においてはボ菌分離の障害となる BoticinE生産

菌の混在は 10% (10検体中 1検体〉で従来に比し少な

く，菌分離の障害にならなかったものと解釈されるが，

E型ボ菌芽胞数に対し BoticinE生産菌芽胞の比が極

めて小さい場合も考えられる27)。

また，表8に示す如くボツリスムス様特有な症状を示

したマウス致死検体では，明らかにボ菌の存在が強よく

疑われたが菌分離陰性で、あった。このようにしばしば遭

遇するマウス致死物質を明らかにしない限り，ボ菌分布

の実態把握は困難をともなうものと思われる。また，経

目的毒性試験におし、て， E型ボ菌毒素消失はトリプシン

の如き蛋白分解酵素の存在が主なる原因と考えられてい

るカ，2日 2) ボ菌発育に対する回害因子をとりのぞく菌分

離改良法が望まれる。

既報の如く，湖沼，河川，漁港及び魚介類からE型ボ

菌検出率は地域的にかなり差が認められ全体としては広

域地にわたることが判明した。本調査においても，その

検出率は全体として 4.1%でこれまでの成績のうち，高

い地域15) (六ケ所村湖沼河川25.4%，車力村，木造町湖

沼河川22.9%) には相違するが， 低い地域16) (十三湖

6.7%，十二湖3.3%)に匹敵した。この検出率は地域的

の分布度合によるものであった。また， この分布は，ボ

菌食中毒発生地域分布及びボ菌汚染地域と顕著な関連が

認められなかった。一般にE型ボ菌分布は湖沼，河川，

海岸以外の土壌で稀薄であると報告されている O 北海道

においては植林地土壌260検体を調べた結果， 47.6% 

(260検体中124検体〉に毒性を認めたがボ菌毒素は証

明されなかった10)。 秋田県では畑地土壌より 5.26%(19

検体中 1検体〉にE型ボ菌を，宅地13検体及び田地19検

体よりはボ菌陰性であった12)。本県では，ボ菌食中毒発

生の汚染源調査において，患家所有の人参畑土(山林の

1部) 7検体中 1検体より E型ボ菌を検出した26)。

また，市内釣掘周辺土壌より30%(33検体中10検体〉

にE型ポ菌毒素証明した。この成績が本調査の動機とな

った。本文で述べた如く，今回は宅地，畑地，水田にE

型ボ菌の分布が明らかにされたが，その分布は水が関与

する所に高いように思われた。本県における E型ボ菌の

生態について次のことが考えられた。即ちE型ボ菌は内

陸部の広域地で，小動物9)，陸棲無背椎動物等3Dの死体

で増殖する。この段階では地域的分布において濃淡を示

しているが， 水系の用水路， 小川， 湖沼， 河川に集積

され，更らに水棲無背椎動物死体3D，死魚12)，生活排水

や有機物5)を媒介にし増殖し終局的には日本海及び太

平洋に拡散し生物，魚介類を汚染する。更らに可逆的

に内陸部を汚染する。その循環的なくりかし、しをしてい

るように考えられた。

従って，その生態から判断すると， E型ボ菌の分布は

本邦の広域地におよぶ事が推測されるが，土壌学的，地

理的な固有分布，更らには海洋学的な関連性において明

らかにされると思われるO

本調査において， E型ポ菌は水域地のみならず内陸部

の広地域におよぶことが明らかになった。このことは本

県のボ菌疫学上において重要であり，十分なる留意、が望

まれる。

なお本調査成績の要旨は第33回日本細菌学会東北支部

総会並びに第15回青森県環境保健部職員研究発表会にお

いて発表した。
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17， 16--18， 1980 青森県衛生研究所報

上北郡六ケ所村で発生したボ、ツリヌス食中毒について

野呂キョウ

発生例があったので，その発生状況並びに細菌学的検査

の概要を述べるとともに若干の考察を加えたので、報告す

るO

安延豊川

本県におけるボツリヌス食中毒は， 1978年まで表 1に

示すとおり 13件発生しており，これら確定例以外にも，

臨床症状等でそれと診断されたし、わゆる推定例が4件発

生している。更に本年6月25日，県内では14件目の確定

良光大友

青森県におけるボツリヌス食中毒発生事例表 1

3

q

u

o

-

0

1

0

2

0

0

0

0

0

0

 

7

4

1

2

1

3

1

3

3

1

2

2

1

1

 

2

6

2

4

4

4

3

4

4

2

2

2

2

2

 

吋

'

A

t

a

A

サンマいずし

アジいずし

カレイかゆずし

アジいずし

ハタハタいずし

ヒメマスいずし

アジいずし

サパ水煮缶詰

イワナいずし
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カレイいずし

カレイいずし

カレイいずし

タナゴいずし

生

青森市

下北郡脇野沢村

青森市

下北郡脇野沢村

上北郡甲地村※1

上北郡十和田町純

青森市

南津軽郡田舎館村

青森市

上北郡野辺地町

東津軽郡平内町

上北郡野辺地町

上北郡野辺地町

上北郡六ケ所村

発日

8. 30 (1955) 9.251.2) 

8. 31 (1956) 10. 72) 

8. 31 (1956) 10. 72.3) 

8. 31 (1956) 10. 92) 

8. 34 (1959) 11. 54•5) 

8. 42 (1967) 6.196.7) 

S. 44 (1969) 12.278) 

8. 45 (1970) 10.139) 

8.51(1976) 9.1910) 

8. 52 (1977) 12. 711) 

8. 53 (1978) 10. 71~ 

S. 53 (1978) 10.1512) 

8. 53 (1978) 12.1212) 

S. 55 (1980) 6.25 

月年生発

4 
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甲地村は現在東北町と改名
十和田町は現在十和田湖町と改名
一本木村は現在今別町と改名
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東津軽郡一本木村川

南津軽郡田舎館村

上北郡野辺地町

青森市

S. 25 (1950) 10.162) 

S. 42 (1967) 7.? 

8. 50 (1975) 11.3013) 

8. 53 (1978) 9.2512) 

1
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〉内は西歴を示す。

た。翌26日朝6時頃，患者は肱畳，歩行困難等で倒れ，

呼吸困難になり，同日16時頃尾駿診療所の医師に往診し

てもらったところ，血圧の低下も認められた。翌27日午

前中に 2回目の往診があった。同日の昼に，患者はおか

ゆを少し食べたが幅吐し (1回だけ)，午後に野辺地町

内にある川上医院で診察してもらった。しかし病状が

おもわしくないので，同医院から公立野辺地病院に回送

され入院した。入院時にはボツリズム特有の症状であ

る腹部膨満感， 呼吸困難， 口渇， 尿閉等の症状がみら
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発生 概 況

昭和55年 6月25日夕刻，上北郡六ケ所村鷹架宇久保ノ

内の下家で自家製の「タナコ、、ずし」を摂食した家族 2

名中 1名が発症した。患者は軽症又は中等症であった。

七戸保健所の調査によると，患者T.H.(男67才)は

妻 (68才〉とともに 6月23日頃の夕方，それより約 1週

間前に漬け込んだ自家製の「タナゴいずし」の味見を

した。夫は 5~6 匹，妻は 1 匹摂食したが， 6月25日の

夕刻になって，夫の方が体の倦怠感，弦畳の症状を訴え



れた。患者入院当初，病院では薬剤による副作用の可能

性も考えていたが， 6月30日になり患者の症状がし、くら

か回復してきたので、問診した結果， 患者が「タナゴい

ずし」を摂食していたことが判明しボツリヌス食中毒

の疑いで七戸保健所に届け出があった。患者は 6月30日

と7月1日に治療用ボツリヌス抗毒素血清を各々 1アン

フ。ル (A，B， E型が 1万単位， F型が 4千単位〉宿点

滴静注され，経過良く， 7月23日に無事退院したヮ

原因食品である自家製の「タナゴいずしJは，患者の

妻によって次のように 2度にわたって作られた。使用さ

れたタナゴ (Acheilognatusmoriokae)は，患者が自ら近

くの鷹架沼において刺し網により漁獲したもので，体長

約 9cm前後，数は約40匹前後であったと言う。まず，タ

ナゴの頭部と尾部とを切断し，魚体を簡易水道水に浸し

て1日半水を換えながら洗浄した。次に，魚体の水切後，

これに柔らかく炊いた米飯と塩を混合してビニールの

袋に入れた。最後に， rし、ずし」を入れたビエールの袋

を板と板との聞に狭み， これをビニールの敷物の上に

置き重石を載せて漬け込んだ。漬け込み月日は，夫婦が

味見した 6月23日頃の夕方よりも約 1週間以前であった

ことから，恐らく 6月15日から 17日にかけてと思われ

る。 この 1 回目の漬け込みが完了してから 2~3 日後

(6 月 17 日 ~20 日の間頃) ，上記同様の製造方法で 2回

目の「タナゴいずし」の漬け込みが行われた。漬け込み

は2回とも同ーのビニールの敷物が用いられた。二つの

r¥t、ずし」のうち，患者が摂食したのは最初に製造され

たものであったが，この「し、ずし」は)a，者が入院した 6

月27日に廃棄された。

細菌学的検査

1. 食中毒関係材料の菌検索

ボツリヌス菌毒素検出とボツリヌス菌分離検査を行う

とともに他の食中毒原因菌の検索も併せて行った。

1 )検体

タナゴいずし…… 1回目に製造されたものは既に廃棄

されていたが， 2回目に製造されたものが患家の冷蔵庫

に保存されてあったので，これを検体として用いたO 重

量は約360gであった。

ビニールの敷物……思家では「し、ずし」を 2回製造し

ているが， 2回ともこのビニールの敷物を用いていた。

この敷物には円、ずし」の惨出液や残直が付着してい

た。

忠者の血液と糞便…...6月30日公立野辺地病院で採血

された患者血液約5mlと7月1日同病院で採便された

患者糞便約1.5g 0 

以上の検体のうち「タナゴいずし」とビニールの敷

物，それに患者の血液は6月30日午後6時，また，患者

の糞便は7月4日午後6時45分に当所に送付された。

2) 検体の前処理と検査方法

「タナゴいずしJについては， 全量を混合した後 100

g宛3検体取り出し，これに滅菌生理的食塩水を 100m1

加え，ストマッカーを用いて乳剤とした。患者糞便につ

いては， その全量に滅菌生理的食塩水を 3ml加え， 次

にストレプトマイシンを最終濃度 750μg/mlになるよう

に添加し30分間処理した。血液については，遠心して血

清を分離した。 ビニールの敷物については， 10mlの滅

菌生理的食塩水を用いて「タナコ丸、ずし」の惨出液や残

澄の附着面を十分に洗い，その洗浄液を集めた。次に，

上述の検体を3000rpm，30分間遠心し，上清はマウスに

対する毒性試験に用い，血液以外の沈涯はボツリヌス菌

分離検査と増菌培養に用いた。

ボツリヌス毒素検出試験，ポツリヌス菌分離試験は山

本等11)の方法により行った。また，ポツリヌス菌以外の

食中毒原因菌検索は微生物検査必携14)に記載の方法で行

ったO

2. タナゴにおけるボツリヌス菌汚染状態調査

タナゴにおけるボツリヌス菌の汚染状態を調べる目的

で，患家で i¥t、ずし」用に漁獲した場所(六ケ所村戸鎖

の鷹架沼〉と同ーの場所から 7月5日にタナゴを採取

し菌検索を試みたO

1 )検体

一匹の重量 3.5~7.5g ，体長 7.5~9.0cm，合計30匹

を検体とした。

2) 検体の前処理と検査方法

タナゴを10匹宛 3クーループに分け，各ク、、ループ毎にエ

ラと腸を分離して各々検体とした。 ボツリヌス菌検索

は山本等15)の方法により行った。

3. 結果

l¥t、ずし」製造時に用いられたピニールの敷物の洗浄

液とその増菌培養液より E型ボツリヌス毒素が検出され

るとともに当該菌も分離された。 iタナゴいずしJ， 患

者の血液及び糞便からはボツリヌス菌毒素，菌ともに不

検出であった。また，食中毒関係材料からはボツリヌス

菌以外の既知病原性菌は分離されなかったヮ一方，タナ

ゴにおけるボツリヌス菌汚染状態調査では，本事例に関

係したE型ボツリヌス菌は不検出であった。

考察

我国におけるボツリヌス食中毒の発生件数は 1951年

から1980年まで本事例を含め84件に達するが，その発生

地域は E型ボツリヌス菌が広範囲に分布し， かつ住民

が好んで l¥t、ずし」を製造・喫食する北海道，青森県，

秋田県に集中している。このうち最も発生件数の多い地

域は北海道で49件(国内発生数の58.3%)，次いで青森

県，秋田県がそれぞれ14件(16.7%)とこれに続く。し

かし過去10年間の県別発生件数をみてみると，その順
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序に変化がみられるO すなわち，青森県が8件(内推定

2件)と最も多く，次に北海道の 5件がこれに続き，秋

田県ではOであるO このように，北海道，秋田県が発生

件数の減少傾向にあるにもかかわらず，何故本県では減

少しないのか。 この理由として二つのことが考えられ

るO 一つには，当然のことながら，本事例においてもみ

られるとおり安易な円、ずし」製造方法があげられるO

つまり，本事例では 6月下旬の暑い時期に「し、ずし」が

製造されており，しかも，その漬け込み方が，単にビ‘ニ

ールの袋に「し、ずし」を詰めてそれに重石を載せただけ

の簡単なものであった。このような安易な「し、ずし」製

造の危険性については， 1968年12)に本県に発生した 4件

のボツリヌス食中毒に関する報告においても指摘されて

いる O 更に，もう一つの理由として次のことが考えられ

るO 本県では， 1970年引に田舎館村で発生したサノミ水煮

缶詰による E型ボツリヌス食中毒で 2名の死亡者を出し

て以来，この10年間ボツリヌス食中毒による死亡者は1

人もいなし、。発生数が多いにもかかわらず，このように

死亡者が少いことは不幸中の幸いと言わねばならない

が， それでは何故死亡者が出なくなったのか。 これに

は，たとえばボツリヌス食中毒にかかっても，今では抗

毒素血清があるので手当が早ければ死をまぬがれること

も十分考えられるが，他に，過去10年間の発症者のほと

んどが軽症又は中等症であった事実を見逃せなし、。も

し診断する医師がボツリヌス食中毒患者に遭遇したこ

とがなければ，また，たとえ遭遇したことがあったとし

ても， これら軽症又は中等症の患者の診断は極めてむづ

かしいと考えられる。今回の例でも，患者は軽症又は中

等症で， 6月27日に入院した時点で、はボツリヌス症であ

るとは気づかれず，患者が治癒し始めた30日になって，

問診の結果 1"、ずし」を摂食していた事実が明らかにな

りようやくボツリヌス食中毒が疑われた。このことは，

言わば「ボツリヌス症の潜在患者Jが医師の的確な診断

により発見されるに至ったと言える O これら「潜在患者」

の発見が過去10年間の本県におけるボツリヌス食中毒発

生数の増加に関係してきたことは十分考えられる。

本事例の患家では2回に分けて「タナゴいずし」を製

造していたが， 2回目のものからはボツリヌス菌陰性で

あった。一方，最初に製造された 1"、ずし」は既に廃棄

されていたために検査不能で、あったが， 2度の製造に共

通して用いられたビニールの敷物の洗浄液からE型ボツ

リヌス菌毒素及び当該菌が検出された。このことは，最

初に製造された 1"、ずし」中にボツリヌス菌が存在して

毒素を産生し，ビニールの敷物を汚染していたものと解

される。

次に， 1し、ずし」に使用されたものと同じタナゴにお

ける E型ボツリヌス菌の汚染度合を追究したが， E型ボ

ツリヌス菌は検出されなかった。検体数の少いこともあ

ろうが，タナゴにおけるE型ボツリヌス菌汚染度合は相

当低度であったと考えられる。しかしながら，昭和50年

度15)に当所で行ったボツリヌス菌の分布調査では，本事

例に関係したタナゴの漁獲された地点と同ーの沼底より

E型ボツリヌス菌を証明している O 従って，この附近の

魚の 1"、ずし」製造には十分な注意が必要と思われる。

本稿を終えるにのぞみ、疫学資料を提供していただいた七戸保健所の

関係各位並びに本症例患者の治療経過について説明をいた7ごいた公立野

辺地病院の河津俊太郎医師に深甚なる謝意を表します。
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青森県内の中学校で発生した

Campylobacter JeJuniによる集団下痢症

豊川安延 大友良 光 野呂キョウ 秋山 有

緒 -= 
罰

Campylobacter jejuni (以下 C.jejuniと略〉腸炎

に関し，Dekeyserら1)，Butzlerら2)は下痢患者便から

分離した Relatedvibrio について述べた。 Skirrow3)

もまた，下痢腸炎患者便から C.jejuniを分離し，その

重要性を報告した。以後，総説4.5.6)で述べられている欧

米における散発及ひ、集団の事例が知られてきた。わが国

においては， 吉崎ら7.8)は散発下痢症より本菌を検出，

伊藤ら 9)，斎藤ら10)は集団 2事例を報告したのをはじ

め，最近本下痢腸炎に関する報告が散見されてし、る。著

者らも1979年 5月本菌による集団発生 1事例を経験した

ので，その細菌学的検索に関する結果を報告する。

発生概要

本事例は1979年 5月22日から25日かけ日光，東京方向

の修学旅行に参加した浪岡町N中学校生徒 3年生338人，

他教職員ら17人，計 355人中生徒35人に発生した。発病

月日は 5月23日4人， 24日1人， 25日5人， 26日9人，

27日10人， 28日4人， 29日2人で、 7日間に渡った。症状

は腹痛，水様性下痢 (2~10回/日)，頭痛，発熱 (37~

39'C)，日匝吐等であった。発病者 35人中11人が治療を受

けた。なお，本事例の疫学調査において原因食品並びに

感染経路は不明に終った。

被検材料及び方法

1. 被検材料

発病初期， 5月31日採取の患者下痢便5検体， 6月 2

日採取の患者下痢便は5月31日採取した同一患者の 3検

体を含む他 2検体，延べ10検体である O 患者血清中の抗

体価を測定する目的で，患者5名の急性期血清を 6月 3

日に，回復期血清を 6月21日に採取した。又比較対照と

して1980年 4 月 ~6 月，市内医療機関より各年令層 (0

~70才代) 20検体，計220検体を採取した。

2. 検索方法

既知病原菌及びピブリオ属 (NAG， Group F) は

常法に従って行ない， 他に下痢便1O-6~1O-8 希釈液を

ドリガルスキー改良培地平板上に塗布培養し，発生集落

比の優位数を示した菌種について調べた。 C.jejuniに

ついては，最初下痢便10-1希釈液の一部を鏡見し，ピブ

リオ様運動性を示す菌数を考慮し 101 ~108希釈液を

選択分離培地としての Skirrow培地 (BloodAgar 

Base No.2 Oxid， Campylobacter Suplement Oxid， 

保存人血液 7%pH7.2) 1平板上に0.1ml宛を塗布，乾

燥後，触媒を除いたガスパック嫌気ジャー (BBL)で

3TC 2~3 日間培養し，疑わしい集落を鏡見，運動性を

確認，純分離後， Brucella Broth Difco基礎培地を用

いて表 2に示した諸性状を Bergeyl2)及び文献3.11)

の記載方法により調べた。

3. 血清中の抗体価測定法

患者血清中の抗体価測定に用いた抗原は患者よりの分

離菌 C.jejuni 3株 (CJA 1， CJA 2， CJA 3 )及び

比較対照としての CF-1株 (東京都立衛生研究所より

の分与株〉である O また， 各年令別における抗体測定

には分離菌 CJA1株及び CF-1株を用いた。抗原の作

成は 3TC2日間培養の菌体を生理食塩水に集め 100'C

2時間コッホ釜での加熱処理を行った。抗原の濃度は

Mc Farland tube No. 5になるように調整した。 抗体

価測定は小試験管内において第 1管は血清を生理食塩水

で5倍に希釈， 以下 2管目より 0.25mlの2倍希釈系列

上に抗原 0.25ml宛を各系列に加え， 50'C 18時間恒温槽

にて反応後，明瞭な凝集を認めた最終希釈倍数を抗体価

とし7こ。

4. C. jejuni抗原抗体反応の特異性の検討

回復期血清中における抗体価の特異性を調べるため

に，次の吸収試験を行った。前述の抗体価測定の検査過

程において， 50'C 18時間反応後， 3000rpm10分間遠心，

その上清各液 0.25mlを新しい試験管に移し同一抗原

0.25mlを加え， 再び 50'C18時間応応後，抗体の吸収有

無を検討した。対照として，末吸収血清の凝集素価を測

定した。

結果

患者下痢便 7検体について詳細な菌検索を行った。そ

の結果，検査当初の鏡見において 7検体中 3検体にピブ

リオ様の運動性を示す他に，中にはコックスクリユー状

の運動も認められた。培養検査において，微好気的条件

で培養された Skirrow培地上に乳白色， 偏平円形を示

す集落数104~7/ gに認められた以外，本事例の原因菌を

推定する菌種は総て陰性であった。上述の菌種がピブリ
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オ属であれば早期に排菌されるだろうとの考えから， 2 

日後に再度同検体を調べたところ，表 1に示す如く，い

づれの検体からも前回とほぼ同数の集落が確認された。

表 1 患者便 1g中における C.jejuni菌数

検体採取年月日
患者 No.

55年 5月31日 55年 6月2日

1 9.5 X 107 

6.8 x 1伊

5.0X104 

1.6X106 

6.6X101i 

8 X 104 

2 

3 

分離菌 3株はグラム陰性粁菌で，電顕像では菌体の一

端あるいは両端に 1本のベン毛が観察され，また同じく

球状化した菌体にもベン毛がみられた。この球状化は培

養時聞が進むにつれて顕著であった。鏡見において観察

されたコックスクリユー状の運動性は培養条件によって

は認められない場合もあった。分離菌株の生物化学的性

状は表2に示す如く，対照のCFー 1株の性状，ならび

に Berg旬、 Manual第8版記載性状に一致し，

Campylobacter fetus subsp jejuniと同定された。

表 2 分離株の性状

| 分離菌株
状|

CJA1 CJA2 CJA3 
性

十 十 + 
十 + + 

十 + 十

+ 十 + 

分離菌3株は CJA1， CJA 2， CJA 3と命名した。抗

体価測定の結果は表3に示す如く，患者ベア血清5検体

中3検体の回復期血清中に，分離菌株に対して有意抗体

価が認められた。また，この有意抗体価の特異性を検討

した結果，表4に示す如く，分離菌CJA1株によって吸

収され， 20倍以下の抗体価を示した。

対照として本事例と関連性のない各年令別における抗

表 3 分血離清株中のC抗.j体ej価uniに対する患者ベア

叩 害|血清l
抗 原

Nd juni CIA 1 CTA2 CJA3 CF-1 

1 I CJA11 ~ <10 く10 <10 << 10 
360 360 360 10 

2 I CJA21 ~ く10 く10 <810 0 く<10 
80 80 10 

3 I CJA31 ~ <10 く16100 く10 << 10 
160 160 10 

4 I I~ << 10 〈<10 < く10 く<10 
C 10 10 10 10 

く<10 く<10 < <10 << 10 
10 10 10 10 

AC :: 急回性復期期

表 4 分離株 CJA1により吸収された
患者回復期血清中の抗体価

| 吸収抗原 CJA1
患者No.I l未吸収の抗体価l吸収前の抗体価|吸収後の抗体価

1 C 360 C 360 < 20 

2 C 80 C 80 < 20 

3 C 160 C 160 く 20

C:回復期血清

体価は表5に示すように， CJA 1株に対して

対照株
220検体中11検体が10倍の抗体価にとどまり，

その中でも特に本事例の年令層に相当する10

代においても 1検体が10倍を示したにすぎ、な

かった。しかしCF-1株に対しては比較的高

い抗体価が認められた。この40~80倍を示す

抗体価はCFー1株によって吸収され20倍以下

を示した。

CF-1 

+ 考 察

+ 本邦においても， これまでの報告78.9.10.12. 

14.15)ならびに情報12)からC.jejuniによる生

活環境汚染度が著るしく高いものと推測され

る。その要因として，Skirrow3)がCampylo-

bacter腸炎を報告した 3ヶ年内に比較的多

くその症例報告がみられることである O 又本

菌は散発下痢患者便から分離される頻度が既

知病原菌より高く，下痢腸炎の主要原因菌で

あることである O 著者らも1980年度，青森県

における食中毒防止に関する調査の一環として，市内散

発下痢患者便を調べ，本菌を17.1.%(117検体中20検体〉

に分離し， サルモネラ，病原性大腸菌及び腸炎ピブリ

オより高いことを経験しているO このような実態から本

菌の汚染度は，既知病原菌より以上に高いことが考えら

れる。抗体価測定に関し，前述のSkirrow，伊藤らも回

復期血清中の凝集素価の上昇を確認している如く，本事

+ 

十
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表5 各年令層における C.jejuniの
抗体保有(10倍以上〉成績

血清採集:昭和55年 4月-6月

採集場所:青森市医療機関

'各年令層:20検体

総 数:220検体
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例でも有意抗体価を，更に吸収試験により，その特異性

を確認した。また，同一患者からの分離菌と回復期血清

との聞に顕著な凝集反応が成立したのに反し対照CF-1

株では認め得なかった。更に，各年令別における抗体価

はCF-1株に対してのみ多く認められた。この事実は，

前述の Butz1erらが指摘している血清型が同一でない

こと示唆するものであり，本県に抗原性の異なる

C jejuniが分布することが推測された。

本菌による集団下痢症の疫学調査において，原因食品

並びに感染経路が不明に終る事例が多L、。このため，血

清型別の応用及び生態学的調査研究が広く行われる必要

があると思われる。

稿を終えるに当り，文献，菌株の御恵与ならびに御助

言をいただいた東京都立衛生研究所微生物部第一研究科

伊藤武先生並びに電顕像作成に御助力をいただし、た弘前

大学医学部細菌学教室教授福士主計先生に厚く御礼を申

し上げます。

本事例の成績は第29回日本感染症学会東日本地方総会

において発表した。
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Grou p F vibrioを分離した原因菌不明集団食中毒について

大友良光 野巴キョウ 豊川安延

1975年8月， Furniss等は1-2)Bahreinに発生した原

因菌不明の下痢患者から或る菌を分離した。同様の菌は

更に Bangladesh，Bahrein， Jordanで感染した他の

下痢患者からも分離され， 当初， これらの菌は Aero-

monas Sppと同定されていた。しかし彼等は，これら

の菌がイギリス沿岸の海水及び貝類に広く分布すること

を知り，これらの分離菌について Vibriostatic agent 

0/129に対する感受性， 好塩性， G+CjDNA mol 

%などを検討した結果，これらの菌群は Aeromonas又

は Vibrioとは異なる新しい Genusもしくは Species

を構成するかも知れないとの結論に達し， この菌群を

Group F と仮称するに至った。

島田等 3)によれば，日本でも下痢患者よりこのGroup

F vibrioが分離されている例はあるとし、ぅ O しかし，

その下痢原性についてはし、まだ明確ではなし、。

当衛研でも昭和54年11月むつ市で発生した原因不明の

集団食中毒事例において， Group F vibrioを分離した

ので，ここにその発生概要と分離菌の若干の性状につい

て報告する。

発生概要

昭和54年11月4日，むつ市大字田名部字下道4のむつ

観光ホテルで、299名が出席する結婚披露宴があった。祝

宴は午後2時過ぎにはじまったが，そこで出された会席

膳を摂食した者並び、に出席者が自宅に持ち帰った料理を

摂食した者計356名中133名が，同日から11月7日にかけ

て下痢，腹痛等の症状を呈した。むつ保健所への届け出

は， 11月6日午前8時30分に同市内の桝田医院よりなさ

れた。むつ保健所が行った患者の発生状、況等は表 1~4

に示したが，屈け出のあった患者以外にも売薬を用いて

自宅治療していた者が93名いたと言う O

表 1 性，年令別患者発生状況

-rケ;
患者数同

|女|

表 2

(:l;lzJ2l:l:(:l:l:l;[:[1;l計

f可 21 21 41 61 41 71 71 61 11 21 31 1 21 53 

日時別患者発 生 状 況

(患者発生数 133名〉

時間li[l[III[l:[;lnl;lllil;i:ltl;1;
a1

4B
-1  I下下丁 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 I 1 1 

民15日141 21 31 11 61 2151 21 3121 51 31 31 31 31 51 1 21 41 

ihl-iH」lh11l Lii上1l1lll
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状症
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2) 方法

主に， 徴生物検査必携 4)に記載の方法で行ったが，

Vibrio属及び Vibrio属近縁菌種の同定は，概ね Berg-

ey's Manual (8 th ed.) 5)に記載の方法とLee2)等の方

法に従った。なお GroupF vibrioの対照菌株とし

て， 国立予防衛生研究所から分与された Bangladesh

由来の GroupF 9を用いた。

3) 結果

食品検体の一般生菌数と大腸菌群数は表5に示す如く

細菌学的検査

1 )検体

事件発生と同時に，むつ保健所では一部の食品につい

て原因菌の検索を始めていたが，当所においてより広範

な菌検索を行うため，表5に示す如く 11月7日午後 4時

に食品10検体，翌8日午後 2時に患者糞便4検体が当所

に搬入された。食品検体は11月6日と 7日，患者糞便検

体は11月8日朝に採取されたものであるO 患者達は既に

治療後であったために下痢便は入手で、きなかった。

現発

数

卜般生菌jg!大腸菌群jg!

1 A 0v11i9 11 0v1Ni 1 Group F vibrio(5.8x105)， 
検食(他の検食なし)1 4.2X109 

1 1.2x1伊|MariEe v-b ・0

1.0x1伊 IMari~~~~[lO~ 増菌培養液中で
lコレラ様運動を示すもの少数

B. pelagia (6.7 X 104)， 
恥1arinevibrio 

Marine vibrio 

3.0x 1伊!日!O~p F ~ib!io (1.6 X 1伊〉
i lVlanne Vlono 

1.7×1061Grouf F vibrio(9.6×1的
1 B. Pμelagi匂σ(ω4.6x1ω07り〉

Marine vibrio 

菌生び及体検表5

/g 菌塩好考備I~ H- /;7 1採 取 l*hl
叫検体名|月日時 I~I
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定量培養を試みた結果，表 6に示す如く 4種類が分離同

定され，各食品検体中における種別の菌数は表5に示す

如くであった。これら 4種の分離菌のうち， Group F 

vibrioは当初で同定するとともに国立予防衛生研究所

細菌第 1部の坂崎利一博士にも同定の確認をしていただ

L 、TこO

異常と思えるほど高い値を示したが，総ての検体から既

知病原性菌は分離されなかった。しかしながら，食品検

体にBTBティポール寒天平板上で、黄色集落を形成する

チトクロームオキシダーゼ試験陽性の好塩性菌が多数認

められた。食品検体の10倍段階希釈液を作製し，各希釈

液をBTBティポール寒天平板上に塗抹して好塩性菌の
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いる菌であるが，その病原性についてはまだ明確な結論

は出ていなし、。しかしながら， Spira等 6)は， 1977年11

月から1978年4月まで Bangladeshの Daccaにある

Cholera Research Laboratoryに下痢症で入院した

患者57名中 7名(うち 5名は同菌単独感染例〉から本菌

を分離し分離菌の biologicalactivity検査を行った

結果，分離菌の20%にコレラ毒素又は毒素原性大腸菌の

産生する耐熱性毒素とは異なる活性のあることを認めて

し、る O

一方， Group F vibrioについては分類学的にも非常

に興味が持たれているO つまり，この菌は生物化学的性

状において Aeromonas 又は Vibrio に極めて似てし、

るが，好塩性であること， Vibriostatic agent 0/129 

に感受性であること，更には， DNAの G +C/DNA 

mol%が 31. 5~52.2 (Aeromoωsは 57~63， Vibrioは

40~50) であることから新しい属文は種に位置するよ

うにも考えられている O 最近 Hisatsune等は7)，

LPSの糖組成の違L、により， Group F vibrioが

Vibrio及び Aeromonasとは区別されることを報告して

し、る。

以上の如く， 今回分離された GroupF vibrioは分

類学的にも病原性においてもまだ未知の部分が多L、。し

かしながら，下痢患者から分離されている事実を考慮す

ると，今後，下痢患者からの菌検索には，この Group

F vibrioも対象に入れる必要があると考えられるO
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考察

むつ保健所で作成したマスターテーブ、ルによれば，本

食中毒に関係した会席膳の中身のうち，味付けエピのX2

計算値が 34.67と極めて高い値を示している O 従って，

この味付けエピが本食中毒の原因食品であると推定され

た。この味付けエピの原材料はインド洋産の大型冷凍エ

ピである O 通常この冷凍エピをお膳に供する場合は，解

凍後に加熱処理が行われる。しかし本事例では約50
0

C

の湯を用いて解凍しただけで，加熱処理は行われてなか

ったと言う O 細菌学的検査により，味付けエビと原材料

の冷凍エピから同じ Marinevibrioが分離されたこと

は，調理過程での加熱処理の不備を如実に物語ってい

るO 一方，味付けエピ以外の食品中に認められた好塩性

菌は，菌の特殊性及び菌数から判断し，味付けエピから

の汚染によるものと考えられる。

細菌学的検査では既知の食中毒原因菌は不検出に終っ

たが， 味付けェピと焼きザケから GroupF vibrioが

分離され本食中毒の原因菌としての可能性が検討され

た。しかしながら，患者糞便から当該菌が分離されてい

ないこと，当所へ食品検体が送付されるまでにかなりの

時聞が経過して検体中の細菌数が増加している可能性が

あること等により，該菌が本食中毒に関与したとの推定

は困難であった。

本事例で、分離された GroupF vibrioは， 下痢症と

の関連性から，最近，東南アジア及び我国で注目されて



本稿を終えるにのぞみ，本食中毒の疫学資料を提供し

ていただし、たむつ保健所の関係各位，更には， Group F 

vibrioと該菌に関する参考文献の恵与並びに本事例に

関して適切な御助言をいただし、た国立予防衛生研究所細

菌第 1部の坂崎利一先生と島田俊雄先生に深甚なる謝意

を表します。

尚，本報告の一部は，第15回青森県環境保健部職員研

究発表会 (1980年 1月18日，於青森市)において講演発

表した。
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受身溶血 (PHL)によるヘノレペス抗体の測定

一マイクロ法ならびに一元放射溶血 (SRH)試験 -

佐藤允武 阿 部 幸一 石川和子

秋 山 有 川名林治キ

要 高守 溢血球を SORENSENPBSで1容に浮激したO

ヘルベスウイルスのマイクロ法を用いた受身溶血 (P この10%血球 1容に適量の抗原を合せ，3TC 60分放置

HL)反応ならび、に SRH試験を確立し，次の成績を得 (2ー 3回混和〉後， 2回遠心洗浄し沈漬血球を PBS

た。 (+lで1容に再浮瀞した(10%感作血球〉。

1 ) 免疫血清における中和抗体 (NA)価と PHL， マイクロ法の術式:血清の 2倍階段稀釈 1容 (0.025

SRH価は密接な相関を示すと共に人血清においても P ml)に 2容の0.5%感作血球を滴下し混和後，3TC60分

HL価はNA価と相関し，感度が陽性者の平均値で約18 放置さらにこの混合液に 1: 30のモルモット生血清を 1

倍鋭敏であった。 容加え，シールテープで密封し混和後3TC恒温槽に60分

2) 受身凝集 (PHA)反応に不適な抗原を使用し 放置(数回混和〉し溶血させた。抗体陽性は溶血表示2

ても PHL，SRH試験は極めて安定であり，また，再 までとした。この一連の実験には血清，未接種細胞抗原

現性も高かった。 の対照を置いた。

3) 患者ならびに免疫ベア血清の成績から， PHL， SRH試験の術式:免疫プレートの作製，反応条件は

SRH試験は特異的であり，また，比較的感染初期の抗 インフルエンザの方法ι準拠しておこなったo

体も高感度で捕捉できた。

4) 抗原を加熱しても PHL， SRH価に何ら影響

を与えないことから，抗原の長期保存利用も可能と思わ

れ，迅速診断に応用できると考えられた。

目的

ヘルベスの迅速診断を目的として， PHA反応に補体

を添加したPHL反応，また，同感作血球をアガロース

で、同めた SRH試験について検討したO

材料と方法

細胞と抗原:RK-13細胞にHSVHF株をmoi0.5 

-1.0で接種し吸着させた後0.5%FC S， 1 %DMS 0 

加MEMを維持液として加え培養した。この液を透析用

セロハンチュープと PE G6，000で1/20前後に濃縮し，

さらにダイフロン 83で 2回処理した液を感作用抗原と

した。

ヒツジ血球と被検血清:市販の血球使用，血清は 1

4後にヒツジ血球で吸収した生を用いた。

稀釈液と洗浄液:PB S(十)， pH7. 2 S o R E N S E N 

P B S (0.14Mに食塩添加)， 生食水を目的に応じて使

用した。

感作血球の作製法 :10%血球液1容と生食水で稀釈の

0.01%CrCIs・6H20 1容合せ， 室温 10分間放置付

-2回混和)後， 2回遠心 (1500rpm5分〉洗浄し沈

*岩手医科大学医学部細菌学教室

成 績

塩化クロム濃度:本法では0.01%濃度を用いたが未処

理血球においても同程度の抗原性物質の吸着が認められ

TこO

ウイルス濃度:至適抗原量を知るため Boxtitration 

をおこなった。溶血価は抗原量が多くなるにつれて高く

なるが，ある量以上では変動しなかった。従って‘最大

の完全溶血を示す最少の抗原量を 1単位として使用し

た。この 1単位はそのまま SRH試験にも用いた。

感作血球濃度と補体:血球濃度は感度と安定性から

0.5%を用いた。補体は 1: 150まで溶血価に影響を与え

なかったことから 1: 30を常用した。なお，市販の乾燥

補体も使用可能であった。

免疫血清における諸抗体 (NA PHL SRH)価の

関係:抗体価はし、ずれも血清稀釈の間で直線関係を示し

たがPHL，SRH訊験の感度が高かった。

人血清におけるNA，PHL価の関係:人血清67例に

ついてNA価と PHL価を比較した。 NA価非保有者は

PHL試験においてもすべて 4倍以下であり，また， N

A保有者ではし、ずれも PHL抗体を保有し，特異性が認

められた。

しかも， PHL価はNA価より平均して約18倍感度が

鋭敏であった。
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表1 また，比較的感染初期の抗体を高感度で捕捉した。

|ヤ||NA価 IPHL(~Iω 考 察

血 清 CF価 PHL価 PHA反応に不適な抗原を用いても PHL SRH試
令白 川叫 SRH価

験は可能であり，しかも， 1単位の抗原を使用すること

1 
(A) 3<8  <4<4  <8  <3  によって再現性の高い成績が得られた。また，抗原を562 
ω) 11 64 < 4 32 256 8.2 .C 30分加熱しでも溶血価に影響を与えないことから

凶 11 32 16 64 512 9.4 力価測定済抗原を用いた迅速血清診断が可能と考えられ
2 14 

TこO(0) I 35 64 16 64 1024 9.6 

ω 3 32 32 128 512 8.8 
3 

(0) 
15 稿を終えるに臨み，終始御援助いただいた岩手医科大

11 32 32 128 512 8.8 
学，金子克教授ならびに松本一郎助教授に深謝します。

L心 11不 16 4 64 64 7.3 また，貴重な患者ベア血清を恵与くださいました秋田県4 
(0) 明 32 8 64 128 8.2 衛生科学研究所佐藤宏康ウイルス科長，本研究の機会

ー-- ~ -ーーーー』ーーーーーーーーーーーーーーーー--ーーーーーーーー ー-ーー・・ーー-ーーー----・ーーー

ウ免疫前 <8  <4<4  <8  く 3 を与えてくださいました当衛研 山本昌三課長に厚く感
サ

ギ 2週後 128 8 128 512 9.6 謝します。

血清 免疫後 128 64 256 512 9.6 
なお，本論文の要旨は第28回日本ウイルス学会，第34

HSV分離者，免疫ベア血清における諸抗体価の関係
回日本細菌学会東北支部総会にて発表し，現在季刊雑誌

:表に示すように PHL SRH試験は特異的であり，
「臨床とウイルス」に投稿中であるO
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青森県における母乳中の有機塩素系

化合物の残留値の推移

古 川 章 子 宮 田 淳子 秋山由美子

小鹿 晋 小林英一

まえがき

PCB，およびBHC，DDT等の有機塩素系化合物

は，化学的に極めて安定な化合物であるため，環境中に

長く残留し複雑なメカニズムを経て，最終的には人体

に濃縮，蓄積されることから，その影響が危倶されてい

るO これらの有機塩素系化合物は，すでに生産及び使用

が禁止されているが，現在なお生体中等から検出されて

おり，全国的に汚染の実態調査が続けられている O 著者

等も昭和46年より，行政調査の一環として，母乳中の有

機塩素系化合物の残留調査を行ってきたので，その結果

について報告する口

調査方法

1.検 体

昭和46年から54年までの 9年間に，県内調査指定地区

の保健所管内で，出産後 1ヶ月以上4ヶ月未満の授乳婦

(各年10名ずつ， 計 90名)より母乳約 100mlを採取し

7こO

2. 検査方法

母乳中の PCB及び有機塩素系農薬の濃度は，厚生省

児童家庭局母子衛生課「母乳中の PCB分析法」及び別

添「母乳中の残留有機塩素剤の検査法|に従って測定し

7こ。

ガスクロマトグラフィ一条件

装置:ガスクロマトグラフ(バリアン 1200) 

検出器:ECD (63Ni) 

カラム:内径 3mm，長さ 2m(ガラス製〉

充填剤 2%OV-17， 2%DEGS+0.5%PA， 

2 % Q F -l/Gas chrom Q (60~80メッ

シュ〉

調査結果

母乳中の PCB，有機塩素系農薬の残留値は表 1，そ

の推移は図 1に示した。

1. P C B 

PCBは，調査したすべての母乳から検出された口最

高値は48年の0.078ppm，最低値は54年の痕跡であった0

48， 52年は最低値と最高値の変動幅が大きく，平均値も

各々 0.03，0.021ppmで、あり，他はし、ずれも 0.02ppm未

- 28 

満であった。経年的にみると，ほば横這状態にあるO こ

れは，一度体内に畜積されると，容易に排出されないP

CBの特性を裏付けている O

47~53年の全国調査1)によると，最高値は， 0.2ppm， 

平均値は 0.035ppmから経年的に漸次低下し，昭和51年

以後は，ほぼ同水準にとどまり， 53年には 0.024ppmと

なっている O 全国平均に比べ，本県は約%の残留値を示

している O

全手L中町I農度

¥¥  

。05

一一一一一全国調査による残留値の推移

図1 母乳中の PCB及び有機塩素系農薬の
残留値の推移

2. B H C 

総BHCの最高値は， 46年の0.130ppm，最低値は 51

年の O.OO1ppmで、あった。年度別推移をみると， 46年が

O. 068ppm， 50年にはO.036ppmと約Mに低下しているO

50年以降は O.018~O.037ppm の範囲で変動しているも

のの，漸次減少傾向を示している O

46~53年の全国調査結果1)によると，最高値は46年の

1. 169ppm，平均値は， 46年のO.126ppmから経年的に漸

次低下し， 53年には約MのO.062ppmに減少した。全国

平均と比較すると，本県はPCBと同様約Mの残留値で

ある O

図2に，総BHCに対する各異性体の存在比を示し

7こO

慢性毒性が強いといわれるβー BHCが大半を占めて

おり， 46年の91%から51年以降は約 100%に増加してい

るo BHC農薬原体中の β-BHC組成比率が 5~14%

と報告されている2) ことから，生体内でのs-BHCの高



表 1 母乳中のPCB及び有機塩素系農薬の残留値
(全乳中ppm)
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し、残留性が示唆される。

ちなみに，牛乳3)についての存在比をみると，

βー BHCは年々減少し， α-BHCが増加してネf

k 母乳のそれとは異った傾向を示している O

3. D D T 

DDTは， P.P'-DDT， P.P'-DD Eがすべ

ての検体より検出されたが， P.P'-DDD， O.P' 

-DDTはほとんど不倹出であった。総DDTの

最高値は52年の0.156ppm，最低{rtlは53年の0.005

ppmで、あった。平均値の推移をみると， 0.021~ 

0.067 ppmの範囲で、変動し， はっきりした減少傾

向はみられないD

46~53年の全国調査結果1)によると，最高値は

51年の 0.598ppmで、あった。平均値の推移をみる

と， 50年までは濃度に明らかな変化が認められな

かったが， 51年からようやく低下しはじめてい



る。本県の調査結果と比較すると， 51， 53年は全国平均

の%以下で，それ以外は，ほとんど同レベルの残留値で、

あった。

本県における PCB，BHCの汚染レベルは全国的に

みてかなり低いが， DDTについてはおおむね全国平均

に近い残留値であった。一般に， DDTには地域差があ

まり認められないようであるo 1) 

図2に，総DDTに対する各異性体の存在比を示し

7こO

P.P'-DDTとP.P'-DDEの割合が， 46年の約 40: 

60から53年には20:80になり，総DDT中に占めるP.P'

-DDEの比率が年々増加する傾向にあった。しかし，

54年の調査では， 50: 50の比率となり， P.P-DDTが

増加している。

DDT農薬原体にはP.P'-DDEが含有されなしゅこ

とから， P.P'-DDTが動物体内で代謝されて主にP.P'

-DDEになり，脂肪祖織内に蓄積されるといわれてい

るO

4. ディルドリン

濃度範囲は， 痕跡~O.Ol1ppmで、あった。経年的にみ

ると，漸次減少傾向を示し， 53， 54年の平均値は痕跡で

ある O

全国調査結果1)をみる左，最高値は46年の 0.043ppm

で，平均値の推移は，本県とほとんど同じであった。

DDTと同様，一般に，地域差は認められないようで

ある1)。

木県における母乳中の PCB，BHC， DDT，ディ

ルドリンの残留値を比較すると， DDT>BHC>PC 

B>ディルドリンの順であった。

ノ、
仁

:fL 
Eド
の

¥PPm) 

I農0.05
度

←--総BHC
b 一一剖総DDT

-PCB  

)牛乳
45 46 47 48 49 50 51 52 53 54 年

図3 母乳及び牛乳中の PCB，有機塩素系農薬

の残留値の推移

図3には，母乳及び牛乳中3)のPCB，有機塩素系農

薬の残留値の推移を示した。

総BHCについてみると，午乳は，稲ワラ給与の禁止

等により，経年的に急激な減少がみられる。しかし，母

乳では，減少傾向はみられるものの，牛乳に比べ高い汚

染レベルで、あるo PCB， DDTについても，牛乳に比

べ高い汚染レベルを示している O このことは，化学物質

が，食物連鎖を通して濃縮され，連鎖の上位になるに従

って，濃縮度が高くなる，いわゆる生物濃縮の原理から

も当然、のことと思われる O

表2には，摂取許容量とそこから計算される母乳中の

限界濃度を示した。

表 2 摂取許容量とそこから計算される

母乳中の限界濃度

成人 1日g許/容k量g)(ADI) 
(m i 母限(p乳界p濃中m度の) 

PCB (厚生0省.0，051972〉

BHC ( 残F0留A.0農O12薬，5W専U門HF-B 委OH合員C会同〉の) 0.082 

DDT (WH 0O.0，05 1973〉

0.0001 
(WHO， 1973) 

晴乳量を 1日150ml/kgとして計算

暫定的摂取許容量

これに基づき，今回の調査結果から限界濃度を超えた

例数を求めると， PCBで約 9%，DDTで53%，BH  

Cで10%，ディルドリンで87%であった。限界濃

度を超える母乳がただちに危険で、あるとするのは

早計であるが，これらの化学物質は，生体にとっ

てあくまでも異物であり，慢性毒性はもとより，

相乗的毒性を示す危険性もあることから，食品，

並びに環境汚染を極力防止すると共に，今後とも

絶えまないモニタリングが必要と思われる。

まとめ

① 昭和46年カら54年までの 9年間に，青森県内

に居住する出産後 1ヶ月以上4ヶ月未満の授乳婦

90名を対象に，母乳中の PCB及び有機塩素系農

薬の残留値について調査を行った。

② PCBは全検体より検出され，濃度範囲は痕

跡~0.078ppmで、あった。経年的にみると，ほぼ

横這状態にあるO 全国平均に比べ，本県は約Mで

汚染レベルは低し、。

③総BHCの濃度範囲は 0.001~0.130ppm で

経年的にみると，漸次減少傾向を示している O 全
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国平均に比べると， PCBと同様約Mで汚染レベルは低

L 、。総BHCに占める各異性体の割合は， β-BHCが

年々増加して51年からは約100~百となり， β-BHC の高

し、残留性を示している O

④ 総DDTの濃度範囲はo.005~0. 156ppmで，経年的

にみると変動が大きく，はっきりした減少傾向はみられ

ない。 PCB，BHCと異なり，おおむね全国平均に近

い残留値を示している O 総DDTに占める各異性体の割

⑦ 摂取許容量から計算される母乳中の限界濃度を超え

た例数は， PCB約 9%， D D T53%， B H C 10 %，デ

ィルドリン87%であった。

尚，本調査を行うにあたり，種々，御援助を賜った県

公衆衛生課，青森保健所，弘前保健所に対し深謝いたし

ます。

文 献

合をみると， P.P'-DDTとP.P'-DDEの割合が， 46 1) 稲葉博:最近の PCB，農薬による母乳への

年の40:60から53年には20:80になり， P.P'-DDEの 影響について， PPM. 10， 55-65， 1979. 

増加がみられる。 2) Hall， S. A， Jacobson， M. : Ind. Eng Chem， 

⑤ ディルドリンの濃度範囲は痕跡~O.Ol1ppmで，経 40， 694， 1948. 

年的には漸次減少しているO 汚染レベルは全国平均とほ 3) 古川章子，他:青森県における農作物及び牛乳

とんど同じであるO 中の有機塩素系農薬の残留状況. 青森県衛生研究所報

⑥母乳中の PCB，BHC， DDT，ディルドリンの 16， 38-41， 1979. 

残留値は， DDT>BHC>P C B>ディルドリンの順 4) Food and Drug Administration， U. S. : 

であった。 Quart.Bull， 16， 47， 1952. 
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青森県内における温泉中のフッ素濃度について

桶田幾代 野村真美 高橋政教 小林英一

はじ め に

青森県は温泉に恵まれ，その地理的条件によってその

泉質も多種多様であるが，これらの温泉はほとんどが観

光，医療などの目的で利用されている O

温泉の療養効果については近代医学においても高く評

価されており，浴用利用による医療効果とともに温泉の

飲用についても温泉を適正に利用することによって多く

の医治効能が期待できるものである O しかし温泉水に

は種々の成分が含有されており，その利用方法を誤った

り，利用施設等の管理が不備なために人体に障害を与え

る場合がある O このようなことから，厚生省は昭和31年

「ひ素含有温泉の飲用についてJ，昭和42年「ひ素等を

含有する温泉の飲用許可について」を定め，さらに，昭

和50年には環境庁が， I温泉の利用基準Jを定め，水銀，

鉛，カドミウム，およびひ素等の有害金属と同様にフッ

素も掲げ，フッ素の飲用基準を成分総摂取量1.6mgとし

。
た

フッ素は， 温泉水中に一般に含まれている元素であ

り，飲料水中に適度にあれば虫歯予防に有効であるが，

過剰にあると斑状歯や骨の発育阻害を生じる O そこで，

青森県内の温泉水のフッ素濃度を調べ，併せて温泉水飲

用基準および水道法の水質基準1)と比較検討した。

調査 方 法

1. 調査期間

昭和51年 4月から昭和53年 3月までに当所で実施した

温泉中分析82源泉の分析資料に基づき，フッ素濃度，泉

温および、pH値を調べた。

2. 分析方法

検水を水蒸気蒸留後，その留液についてランタンアリ

ザリンコンプレクソン法(鉱泉分析法指針めによる比

色定量で行なった。

結果および考察

1. フッ素含有量の頻度分布，フッ素と泉温，およびフ

ッ素とpH{@:の関係

まず，フッ素含有量の頻度分布をみると，表 1に示す

ように， フッ素濃度 o~0.5mg/l のものが29源泉で最

も多く，調査82源泉の35.4%に相当する。次いで 0.5~

1.0mg/l のものが23源泉で28.0%であった。以上のよ

うに，フッ素濃度1.0mg/l以下のものは52源泉で63.4

%を占める。しかし，1.0mg/l以上を含む源泉が36.6%

あったことは重要な問題である O

表 1 フッ素含有量の頻度分布

F (mg/l) I頻 度 累積頻度 |累積頻度仰

29 29 35.4 

0.5~1. 0 23 52 63.4 

1. 0~1. 5 9 61 74.4 

1. 5~2.0 5 66 80.5 

2.0~2.5 5 71 86.6 

2.5~3.0 2 73 89.0 

3.0~3.:) O 73 89.0 

3.5~4.0 1 74 90.2 

4.0~4.5 75 91.5 

4.5~5.0 2 77 93.9 

5.0~5.5 1 78 95.1 

5.5~6.0 1 79 96.3 

6.0~6.5 1 80 97.6 

6.5~7.0 O 80 97.6 

7.0~7.5 O 80 97.6 

7.5~8.0 1 81 98.8 

8.0以上 1 82 100.0 

次に，フッ素濃度と泉温の関係については表2に示し

た。フッ素濃度はo~ 8 mg/lまでを 0.5mg/lの間隔で

分け，一方泉温は鉱泉の分類2)に基づき， 25'C未満(冷

鉱泉)， 25'C ~34'C (低温泉)， 34'C~42'C (温泉)， 42 

℃以上(高温泉)に分けた。

泉温別にみると，総数82源泉のうち42'C以上の高温泉

のものが59源泉と最も多く，次いで，低温泉，温泉，冷

鉱泉の順であった。一方フッ素濃度と泉温についてみる

と高温泉にフッ素含有量が多く認められ， フッ素濃度

3.5mg/l以上の 9源泉はすべて 42'C以上の高温泉であ

ることは注目される。

フッ素とpH値の関係は表3に示した。フッ素濃度の

区分法は前述と同様であり，一方pH{i直は鉱泉の分類2)に

基づき，酸性 (pH3未満)，弱酸性 (pH3~ 6)， 中性

(pH6 ~7.5)，弱アルカリ性 (pH7 .5~8.5) ，およびア

ルカリ性 (pH8.5以上〉の 5区間に分けた。

総数82源泉について， pH7.5~8.5 の弱アルカリ性の

ものが一番多く， 37源泉で 45.1%を占め， 次にpH6~

7.5の中性のものとpH8.5以上のアルカリ性のものが各

々21源泉と同数であった。

フッ素濃度がo~0.5mg/lのものでは，弱アルカリ性
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のものが13源泉と一番多L、。ここで興味深いことは，フ

ッ素濃度2.5mg/1以上のものでは， 弱酸性と中性のpH3

~7.5の範囲で、は一つも存在せず， pH3未満の酸性かあ

るいはpH7.5以上のアルカリ性側にのみ認められたこと

である O

2. 地域別フッ素含有量と飲用許容量

県内82源泉の温泉のフッ素濃度平均は1.36mg/lで，

全国の温泉水のフッ素濃度平均1.9mg/lと比較すると低

い値であった。

県内を13の市郡に分け，フッ素濃度の最高値，最低値

及び平均値を図 1に示した。

最高値では， 北郡の 8.00mgjlが一番高く，次は南部

の7.80mgjlで、あった。最低値で、は，八戸市のO.05mgjlが

最も低し、。平均値では，北郡が 3.37mgjlで、最も高いが，

源泉数 3と少なく，板柳町の 8.00mgjlのみ顕著であっ

た。次いで南部が 2.45mgjlと高く，最も低いのは八戸

市でO.22mg/lで、あった。地域別フッ素含有量について

は，今後例数を増して再検討する予定である口

町習;e

日

0鼠:大f直
A平均値

・最小値

川

県

内

(

必

図1 県内地域別フッ素濃度の最大値，最小仙
および平均値
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考えられる。

水質基準 (0.8mg/l)を超える地域別

源泉数

|源泉数|08m山|百分率
|上の源泉数(%)

市 市， 東郡 _1  _-=l~ __ 11~ 
B 弘前市，黒石市 I 28 I 9 I 32.1 

北郡，中郡，西郡 I wl 

C 南郡 I 19 I 13 I 68. 1 

D 八戸市，三沢市，十和田市 I 23 I 10 I 43.5 
上北郡，下北郡 I "'0 I .I.V 

青森県内 1 821 341  41.5 

表 4

市郡を 4つのブロックにまとめて水道法の水質基準

0.8mg/l以上の源泉数をみると(表 4)， Cブロックの

南郡が19源泉中13源泉 (68.1%)と一番多く， Aプロッ

クの青森市と束郡が12源泉中 2源泉 (16.7%)と一番少

ない。県内全体では82源泉中34源泉の41.5%が水質基準

を上回っている O

さらに，フッ素濃度上位10源泉を表5の様にならべて

みると，南郡が大部分を占めていることがわかる O これ

らの温泉水のフッ素濃度から算定した 1日当りの飲用許

容量は板柳町のフッ素濃度 8.00mg/lの温泉水では 200

ml，次の平賀町の温泉水で、は205mlとなる O 従ってフッ

素濃度の高い温泉地では， 飲用許容量をはっきり提示

しその飲用利用には充分に注意することが望ましいと

表 5

1日当りの
飲用許容量

200 ml 
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では，泉温については pH3未満の酸性かあるいは， pH 

7.5以上の弱アルカリ及びアルカリ性温泉であった。

4. 地域別にみると，南郡に高いフッ素濃度の温泉が

多く，水質基準を上回わるものが19源泉中13源泉で68.1

%を占めた。

温泉水中のフッ素は地質との関連性が非常に高く，今

後地質及び泉質との関連性について検討したい。
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1 ) 厚生省水道環境部

道協会，東京， 1978. 

2) 環境庁自然保護局:鉱泉分析法指針(改訂).147 

-149，温泉工学，東支， 1978. 
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まとめ

青森県内82源泉の温泉水中のフッ素濃度について一調査

したところ次のことが明らかとなった。

1. 県内フッ素濃度分布は1.0mg/l以上が82源泉中30

源泉で36.6%を占め，また飲料水水質基準0.8mg/lを超

えるものも34源泉， 41.5%であった。

2. 県内温泉水中のフッ素濃度は最高が北部板柳町の

8.00mg/lで，県内平均は1.36mg/lで、あった。

3. 高濃度フッ素含有温泉における泉温， pH値の関係



青森県衛生研究所報 17， 35-36， 1980 

温泉むよび浴室内の硫化水素濃度

野村真美 桶田幾代 高橋政教 小林英一

は じ め に

硫黄泉，硫化水素泉は浴用利用により，皮膚性疾患，

リウマチ性疾患等に卓越した医治効果が得られることは

従来より認められている O

しかし硫化水素(以下H2Sと略〉は有害物質であり，

高濃度に存在すると人体に対して障害を起こす危険があ

るO

今回「温泉の利用基準」により，浴用利用の場合浴室

内大気中の H2S濃度が規制対象となる総硫黄として 2

ppm 以上含まれる温泉について，温泉および浴室内大気

中のH2S濃度をー調査したので、その結果を報告する O

調査方法

1. 調査時期

昭和52年および53年の夏期から秋期。

2. 調査対象

5地区15源泉16施設(図。

3. 分析方法

温泉中の H2S濃度の定量は，鉱泉分析法指針。に従い

酢酸カドミウム法により測定した。

浴室内大気中のH2S濃度は， 北川式検知管法により浴

槽湯面から上位lOcm， および浴室床面から上位70cmの

位置で測定した。

調査結果および考察

表 1，図 2に示すように調査対象16施設中浴室内 H2S

濃度が規制値を上回ったのは lOcmの位置では7施

設， 70cmの位置で、は9施設と予想外に多かった。

獄地区の源泉は過去の分析例によると， 1O~59ppmの

値を示していたが，今回の調査では1.4ppmと基準の適

用対象外で， また他の源泉により希釈を受けているた

め，浴室内においては不検出であった。

湯の沢地区秋元温泉は温泉中のH2S濃度は 21.5ppmと

少ない方であるが， 浴室内では 10cm80ppm， 70cm50 

ppmと規制値を大幅に上回っており注意が必要であるO

なりや 2号は強硫化水素泉であるが，曝気および通気状

態が良好であったため浴室内では 10cm2 ppm， 70cm 

1 ppmと規制値内であった。

下風呂地区の新湯は曝気設備を有しているため，坪田

旅館浴室内では規制値内であった。 これと温泉中のH2S

濃度が同程度である大湯 2号は， カク長旅館男湯 10cm

40ppm， 70cm30ppm， 家族風呂lOcm70ppm，70cm80 

ppmと規制値を上回っている O このことは源泉が川の中

に存在しているため，直接浴室内に配湯していることが

原因であろう O また家族風目が男湯より高い値を示した

のは，浴室の面積が狭いためであり曝気および換気設備

の改善が要望される。大湯 1号は源泉が地下にあるため

湯畑の中程より検体を採取した。 このため温泉中のH2S

濃度が1.6ppmと低い値を示しているが， おおぎや旅館

浴室内で、はlOcm30ppm，70cm35ppmと規制値を上回っ

ており，換気設備の改善が要望される。

青森地区八甲田温泉は浴室内lOcm25ppm， 70cm 30 

ppm，三内ヘルスセンターは70cmの位置で 20ppmと規

制値を上回っていた。酸ケ湯温泉は浴室が広く四分六分

の湯は源泉より配湯されており，熱の湯は浴槽内に湧出

しているO このため，浴槽付近2ヶ所で測定したが，平

均値は10cm25ppm，70cm15ppmと規制値を上回ってし、

TこO

恐山地区冷抜の湯，古滝の湯，薬師の湯は湯気抜きが

あり，自然通気による換気が良好であったため規制値内

であった。これらと同様の施設である花染の湯は，温泉

中のH2S濃度
A

が157ppmと強硫化水素泉のため 70cmにお

いて13ppmと規制値を上回っていた。湯の坂は温泉中の

H2S濃度が345.8ppmと今回の調査の中で、最高値を示し，

夏期にもかかわらず浴室が密閉状態であったため 10cm

140ppm， 70cm130ppmと極めて高い値を示したものと

推定される O この濃度は臭気を感じる限界量150ppm2)に

近く危険な量であり，今後中毒事故防止のため特段の配

慮が要望される。

まとめ

今回の調査は自然通気等により，浴室内の換気が比較

的良好な状態で使用される夏期，秋期に実施した。それ

にもかかわらず規制値を上回っている施設が予想外に多

く認められた。

本県の場合，冬期間は利用されない施設も多し、。しか

し利用される施設では人為的あるいは積雪等による換気

状態の悪化が考えられ，このため硫化水素中毒発生の危

険性が高まることが予想される。

一方古くから利用されている施設も多く認められ，曝

気設備あるいは換気装置の設置，増設等の早急な改善は

困難であると思われる。従って硫化水素中毒の発生を未

然、に防止するためには， H2S濃度の常時測定，利用者に

対する入浴時の注意の徹底等の措置強化が要望されるD
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表 1

地 区名

獄 1 

名 l望号l臨み〉

号 I 1 I 

恐

①一⑬源泉番号

図 1 調査地区
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2) 堀口博:公害と毒危険物(無機編).401-404， 

三共出版，東京， 1971. 

3) 佐藤彰，他:温泉の総合一斉調査 (1-2).
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海外旅行者下痢症の細菌学的検査成績

一一昭和52年6月~昭和55年10月一一

野呂キヨウ 大友良光 豊川安延

昭和52年6月有田市に発生したコレラ禍を契機に，コ

レラに対する関心が急速に高まった。とりわけ我国には

コレラ菌が常在しないという考えから，東南アジア方面

などのコレラ菌汚染地域へ旅行し下痢症状を呈した

患者に対して関心がもたれ，各方面1)-4)でこれら下痢症

患者における細菌学的検査が行われるようになった。そ

の結果，これら下痢症患者ーから，コレラ菌以外にも他の

下痢，腸炎起因菌過が多数分離されることが明らかとなっ

た。

当所でも，昭和52年6月以来，海外旅行者のうち，帰

国または帰国後下痢症状を呈して一当所五コレラ菌検査の

依頼のあった糞便検体について，下痢腸炎起因菌の検索

を行っている O

今回は，昭和52年6月から昭和55年10月までに依頼の

あった24検体についての戎績を報告する。

検体の依頼は，一部の 4 般依頼を除き，ほとんどが患

者居住地の保健所からのものであり，検体は滅菌シャー

レまたは Cary-Blair の輸送出地に採取された後直ち

に当所に送付された。

検査対象菌は，昭和54年度までは V.cholerae，V. pa-

rahemolyticusそれに Salmonel1a の3程に限って

いたが，昭和55年度からは，上記菌種以外に，いわゆる

NAG vibrio， Group F vibrio， Shigella， B.cereus， 

Enteropathogenic E. coli (EPEC)， Enterotoxigenic 

E. coli (ETEC)， Y. enterocolitica， Aeromonas， 

Plesiomonas， C. jejuni， Cl. perfringens. さらには

Opportunistic pathogen等の菌検索も追加して行っ

た。

V.cholerae. ¥， 、わゆる NAGvibrio，それに Plesio-

rnonasの分離同定は， 坂崎5)の方法並びに微生物検査

必携のに準じ， Group F vibrioはLeeら7)， C. jejuni 

は吉崎ら8)，Y. enterocoliticaは坂崎9)の方法， ETEC

の検査はSTの検出だけをDeanら10
i並びに竹田11)の方法

で行った。さらに糞便における好気性菌の優占程の菌分

離および菌数測定には， ドリカ

て Sakazakiらlω2)の定量培養方法法Aに準じて行つたO 上記

以外の菌程の分離同定は，概ね微生物検査必携並びに

「グラム陰性梓菌同定への手引J13)を参考にした。 -}j，

分離した好気性菌の一次同定スクリーニングは

Ohashil4)らのTSI， LIM寒天による慌別システム

を用いて行った。

昭和52年度から55年度における海外旅行者の下痢原因

菌分離成績は，表に示すごとくであった。

表 海外旅行者のド痢原因菌分離成績

Nn I 被検儲者 1~1+トい川同性肘凹酬目悶釧B別別向|リl
ト氏名| 年令 | I~_----，-， _~ I一一一一

卜1(h一KUZ lド山44lh男 i青森市[同東賄南山 lコ叫性
2 I K. T. 151 I男 1青森市 l東南アジア lコレラ菌陰性

3 I T. Y. 140 I男!青森市|東南アジア |コレラ菌陰性

4 I T. Y. I 35 I男|八戸市 1東南アジア lコレラ菌陰性

5 I s. Y. ! 48 I女|青森市|東南アジア |コレラ菌陰性

6I K. Y. 132 I男!平賀町 l東南アジア(フィリピン，台湾)コレラ菌陰性

i男 i青森市 l
東南アジア(フイリピンコレラ菌陰性
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年度|肱 !質問年令|町一地| 旅

9 1コ|58

111 T.N. 

12 ¥ T .M. I 41 

13 I T. 8. I 31 

541141 8. A 

15 1 8. K. 

l161T N 

17 I A.N. 

18 i恥1.K.

二91M.8 _ 1  ~j 青森市 i 東南アジア 一一_~__I コげ一一一一一一一一一
ω1 F. E. 1271男i今別町|東南アジア(台湾)ア川レツセンス・デ、イふ(108/g) 

21 1 o. Y. 1 26 1女 l弘前市|東南アジア(フィリピン)アチネトパクター (3.4x 1伊/g)

55 1 22 I 8. K. I 28 I女 l弘前市 1東南アジア(35L733Zール)Iう竺害想常開。弘子1伊〉

23 1 T. K. i 56 1 女|碇ケ関村|東南アジア(フィゾピン)サノレモネラ (8.bovis-morbificans) 

24 1 F. Y. 1 23 I 女|青森市|東南アジア(フィリピン) lST産生毒素原性大腸菌(2i<附

行 分 菌先 離

男 八戸市 東南アジア コレラ菌陰性

男 弘前市 東南アジア コレラ菌陰性

男 むつ市 東南アジア(フィリピン〉 腸炎ピブリオ (05，K15) 

男 鯵ケ沢町 東南アジア(フィリピン〉 腸炎ピブリオ (05，K15) 

男 中里町 東南アジア(フィリピン) 腸炎ピブリオ (05，K15) 

男 青森市 東南アジア コレラ菌陰性

男 青森市 東南アジア コレラ菌陰性

男 青森市 東南アジア コレラ菌陰性

男 コレラ菌陰性

男 青森市東南アジア コレラ菌陰性

53年度は 2名のうち分離したのは 8allmonella 1 

名だけにすぎなかった。 54年度は， 11名のうち 3名 (37

%)から V.parahaemolyticusが分離された。 55年

度は 10月までに 5名のうち全員(100%)に多種にわた

る原因菌を明らかにする事がで、きた。

文献

1 ) 昭和 53年度大阪府立公衆衛生研究所年報.大阪

府立公衆衛生研究所， 26ー27，1979. 

2) 坂井千三，他:東京都における海外旅行者下痢

症の細菌学的検討(1977年).東京衛研年報， 29-1， 1-
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mination of diarrheal stools in Ca1cutta. Indian， 
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青森県における先天性代謝異常症の

マス・スクリーニングについて

山本昌一 高橋ひとみ 宇津志千恵子

I は じ め に ニングを実施した。方法は前報1)と同様に実施した。ア

青森県で、は国の先天性代謝異常マス・スクリーニング ミノ酸代謝異常症はガスリー法で表1に示す判定基準を

事業に対応して 3ヶ月の技術研修を経て昭和53年7月1 定めカットオフポイント以上を示した検体は同法で、再チ

日から県内の全新生児を対象にフェニールケトン尿症， エツクしその結果再びカットオフポイントを示した検

ホモシスチン尿症，メーフ。ルシロップ尿症，ヒスチジン 体は疑陽性と判定し再検査のため医療機関に再採血を依

血症，及びガラクトース血症を対象とした検査を実施し 頼した。

た。 ガラクトース血症についてはボイトラ一法で全く盛光

昭和53年度における実施状況は前報1)で報告したので、 のないもの，または壁光が痕跡程度のものは再採血を依

ここでは昭和54年度における実施状況とその成績につい 頼した。

て報告するo

E 実施対象および方法

青森県先天性代謝異常検査実施要綱

(昭53.6. 8.付青公衛第396号による〉

1. 対 象

県内の医療機関で出生した新生児で保護者が希望した

ものO

2. 方法

出生後5日-7日の新生児より採血された検体櫨紙に

ついてフェニールケトン尿症，メーフ。ルシロップ尿症，

ホモシスチン尿症， ヒスチジン血症はガスリー法で，ガ

ラクトース血症についてはボイラ一法でマス・スクリー

表 1 標準ディスク(カットオフポイント〉

アミノ酸 標準ディスク (mg/dl)

フェニーノレアラニン 2 ④ 6 8 10 

ロ イ シ ン 2 ④ 6 8 10 

メ チオニ ン 1 ② 4 8 12 

ヒ スチジン 4 ⑥ 8 10 12 

E 実施結果

1. マス・スクリーニング検査状況

県内110施設 (30病院〉から依頼された検体は 19，278

件にのぼり月平均 1，600余件になり県内出生児のほぼ86

%の実施率となった。
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2. 採血不備検体 10日以内のもの632件 (3.3%)，11日から15日以内のも

昭和53年7月実施当初に比べるとかなり改善されてき の102件 (0.53%)，16日以上のもの17件 (0.09%)であ

ているものの180検体が不備の取扱いをうけ再採血を依 った。採血後すみやかに送付されれば県内の地理的条件

頼した。とくに，採血日から受付け日までの日数につい からみて採血後7日以内で総て検査が可能なはずであり

て調査したところ， 3日以内のもの4，958件 (25.8%) 採血後8日一16日以上の検体が751件 (3.9%)にも達し

4日から7日以内のもの， 13，496件 (70.3%)8日から ていることは医療機関に問題があるものと思われるO

閉山下8¥ 3 1 1 I 31 1 21 1 

採血が 4日以内 I1 1 31 I 21 3I 51 1 I 

I 31 41 31 1 I 
1 I 1I 41 1 I 51 1 31 

1 1 1川11引ベ川 41川11 41 41 6109 

111-1-1-91 ~-I ぉ 1 31]川5122] 61 121乙 180

表3

採血漉紙が汚染して
いる

採血糖紙の乾燥が不
十分

採血してから受付す
るまでに日数が経っ
ているもの

計

3. 再 検査

マス・スクリーニングで疑陽性と判定された同ー検体

の再チェックは，フェニールアラニン124件，ロイシン

681件，メチオニソ180件，ヒスチジン1，219件及びガラ

クトース29件の合計2，233件であった。このうち再度疑

陽性となったものはプェニールアラニン 7件，ロイシン

33件，メチオニン18件， ヒスチジン170件，ガラクトー

ス15件の合計243件(1.26%)でこれらについては再検

表4

一一一一 月|
アミノ酸等一一一一一l

再 検

フェニーノレアラニン

ロイシン

メチオニン

ヒスチジン

ガラ クトース

2 1 

5 I 5 

3 

円。
ハV-E-晶

11 1 2] 41 

311 1 1 I 
1 1 1 21 1 1 

13 

査のための再採血を医療機関に依頼した。その結果，フ

ェニールケトγ尿症，陽性1例24.9mg/dl，ヒスチジン

血症疑陽性3例4~ 6mg/dl，ホモシスチン尿症疑陽性

1例2mg/dlを発見したので採血医療機関に臨床精密検

査を依頼した。

なお，最終判定は国立武蔵療養所神経センター診療研

究部，成瀬浩博士に依頼しその成績をもとに判定した。

査 分 類

2 

5 

2 

4 1 5 I 6 L~7 1一空 | 9 1 10 ll1_ I 12工1-Tヨ31 H 

1 

9 6 

1 

8 

7 

3 33 

3 2 18 

七 二二三一ι4151 6 1 7i81--9110-1-1寸121 1 1 21 3 1計

干日依頼 110 1 61 11※L竺[121 __-=0 1竺|竺j 日割以125*1_ 243_ 
牛数 11O[ 6[10[ 13 [ 12 [ 20 1 2o [ 28 1 23 [ 33 [ 31123 1 229 

率 |ω1100%[附 1100%[100%[100%1100%1100%1100%[ω[96.8%[95矧96.2%
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まとめ

昭和54年4月から昭和55年 3月までに県内110施設(30

病院〉から提出された検体は19，278件にのぼり県内出生

児の約86%の検査率となったが他県2)に比べて低率とな

っているので，受診率の向上のため，なお一層の啓蒙が

必要で、ある O

採血不備検体は昭和53年7月実施当初から比較してか

及びガラクトース15件で，とくにヒスチジンの再検査が

多かった。これらの再検査の結果，最終的に陽性ないし

は疑陽性と判定したものはフェニールアラニン陽性 1

例，ヒスチジン疑陽性3例，メチオニン疑陽性1例で採

血医療機関に専門医による精密検査を依頼したが検査結

果について不明の点が多いので今後陽性者，疑陽性者の

取扱いについて，医療機関，保健所を通じて追跡調査の

なり改善されてきているが，表 3に表したように検体不 実施を考えている。

備として取扱ったものが 180検体 (0.93%)採血日から 文 献

受付け日まで10日以上も経過した検体は109件 (60.5%)

で，回収で、きたものは全部で150件 (83.3%)であった。

検査成績は表 4， 5に示したように再検査の対象とな

った検体は243件(1.26%) で， フェニールアラニン 7

f牛， ロイシン33{牛，メチオニン18f平，ヒスチジン170{'牛，

1 ) 山本昌三，他:先天性代謝異常検査事業につい

て.青森県衛生研究所報， 16， 43-45， 1979. 

2) 清原健他:徳島県における先天性代謝異常マス

・スクリーニングの検査報告(第 2). 報徳島県衛生研

究所年報， 18， 67-70， 1979. 
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青森県衛生研究所報 17， 42， 1980 

風疹抗体保有調査

石川和子 佐 藤 允武 阿部幸一

はじめに ② 0~3 才における抗体保有率0%から考えて，こ

1975年散発的に始まった風疹の流行が， 1976年をピー こ3年間，風疹の流行はなかったと思われる。

クとして，全国的に大規模な流行となった。その後の本

県における風疹抗体保有状況が，どのようであるか低年

齢層を中心に調べたので報告する O
き1024

対象および方法 5121 。
1980年 5， 6 月に青森市住民より採取した 0~15才， 256 。。

男女血清 103検体を，対象とした。

風疹HI抗体測定の血清処理は，アクリノール法を使
128 。。 。000。

用した。 64 。 。。。

成 績 321 

図1は年齢別抗体価分布，表 1に年齢別風疹HI抗体 161 。
保有率を示した。

これから， 0~3 才 (26名〉の抗体保有率は， 0%， 

議議 i議選 88800 
4~6 才 (25名)では16%と，いずれも低く，これ以上

の年齢層では， 7~9 才(19名) 57.9%， 10~15才 (33
体J九 O 4 7 

名)63.6%と高い抗体を保有していた。
(面 3 6 9 

ま と め 年齢
/ 

① 7~15才における高い抗体保有率は，前回の流行

(1976年〕によるものと考えられる O
図1 年齢別抗体価分布

0~3 

4~6 

7~9 

1O~15 

表 1 年齢別風疹 H 1抗体保有率

<8 8 16 32 64 間 256512 註102

26/26 
(100) 

21/25 
(84.0) 

8/19 
(42.1) 

12/33 
(36.4) 

1/25 
(4.0) 

1/25 2/25 
(4.0) (8.0) 

3 /19 5 /19 2 /19 1 /19 
(15.8) (26.3) (10.5) (5.3) 

3/33 5/33 7/33 4/33 2/33 
(9.1) (15.2) (2l.2) (12.1) (6.1) 
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青森県衛生研究所報 17， 43， 1980 

屠殺豚のインフノレエンザウイノレスに対する

HI抗体保有状況

阿 部 幸 一 佐藤允武 石川和子

HI価

•..... .. 
1024 

.... 
256 

128 .. . 
64 • 
32 • 

く32 。。

下

区

区

地

地

森

戸

車

宵

八

‘
 

.•• 

、，E
E
E
F

、aE
E

‘，E
E
E

，

体
1

体
F

検
t

検
F

m
I
m
-

-.。。
HI価

.10検体1
・ i-"~，'" }青森地区

010検 体l
; ~lV1~，Vi' t 八戸地区

Ag : A/栃木/81 79 

12 

...。 64-. ... 
•• 00。 .. 32 

-・・・・・ 0 ・・・・・・ 00 <32-1 ..00・・ ・・ ・・00" • ..0。
。00 ・・ ・・ 00 Ag:A/福島/103/ 78 

0 ・・・・ ・ o 
128 

64 .... 

•• • ZE---. 備。。
ぽ〉・ ・"・・・・0・ 32 . 

上 中下上中下旬
』ー一一 8一一一-1 L一一-9一一一一J 月

く 32~ 0・0 ・-・....・・・ ・・αコ・・・_ eeo。..... ..... ・・・..
Ag:A/USSR/ 90/ 72 

図 1 A/New ]ersey /8/76に対する抗体保有状況
128 

64-i ・・ ・・・ ・0・・・ ・・・・・
32~ ・・ .. ..... oo。

。000。 且・

00 嗣_..，・ー・ ()ooo。竺・・・
占Z-..------...e，

- ・"・
• 0・・。.。000。<32 

下上中下上中下旬

L一一一-8一一一.J L一一_ 9_一一J 月

HI価

図2 HINl型インフルエンザウイルスに対する

抗体保有状況
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抗体保有状況

* 1979年採取血清
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青森県の温泉

小林英一高橋政教

桶田幾代野村真美

昭和54年4月から昭和55年

3月までtこ行った35源泉の

鉱泉分析の成績は別表のと
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別表

源泉名

湧出地

調 査 年 月 日

泉温(気温).C 

湧 出 量 .e/分

直後
日値

試 験 室

密度 (200/40
)

蒸発残留物 gIkg 

陽イオン

H. 

Na. 

K. 

NHt" 
Mg.. 

Ca.. 

Al... 

遊離成

H2Siω 

HB仇

CU2 
H2S 

No. 152 三沢中央温泉 No. 153 相馬温泉

三沢市中央町 2丁目 里中見津4軽7-郡相2馬村大字五所字
64-154 

54. 4. 13 54. 4. 12 

44 (11) 45.6 (8) 

180 60 

8.2 8.0 

8.52 8.06 

0.9989 0.9997 

0.967 2.051 

mg 1m叫 1m叫 %1 mg I m val Im叫%

12.8 29.20 91.02 

13.7 0.35 2.48 32.1 0.82 2.56 

0.5 0.03 0.21 0.7 0.04 0.12 

3.4 0.28 1.98 4.9 0.40 1.25 

12.8 0.64 4.53 31.2 1.56 4.86 

0.3 0.03 0.21 0.5 0.06 0.19 

)84 2.123 

ナトリウム一塩化物温泉
(弱食温泉〉
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No. 154 十和田温泉 No. 155 脇野沢温泉 恥 156 山陽舘温泉太田 2号泉

十和田市西四番町5-1 下宇北七郡引脇20野2の沢1村48大字脇野沢 中津軽郡岩木町百沢宇寺沢:-31-2

54. 4. 13 54. 5. 7 54. 5. 11 

50 (12) 51 (12) 45 (17) 

180 51 210 

7.5 7.5 6.6 

7.42 7.74 6.72 

1.0115 1.0045 1.0007 

18.63 7.974 2.674 

mg 

574.9 

107.5 

5.5 

92.3 

872.0 

0.6 

0.8 

1.1 

6823. I 
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四 9 I 100. I 

m 叫 1 m val % I 

0.03 

0.08 

1.3 

3680. 

0.07 I 0.05 

103.8 I 79.84 

mg 

505.8 

46.9 

1.3 

0.5 

930.7 

m叫 |m叫%

463 l'00. 

m va1 Imva1%J 

山 o. I 306.9 I 100. 4叩 130.0 I 100. I 2ω46.64!100  

mg!mval  llmg 土 L11-」val

J l  l 

| ナトリウム・カルシウムー | ナトリウム・マグネシウム
ナトリウム一塩化物温泉 | 塩化物温泉 | 塩化物・炭酸水素塩温泉 l 
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lz 泉

出

泉田

舘

原

蔵

川

字

泉

大
温
町
6

鰐
鰐
一

大
大
幻

郡
田

町
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No. 160 富の湯温泉

弘前市桔梗野 4 丁目 13~5
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荒 | アルカリ性単純温泉 | 単 純 温 泉|ナトリウム・カル、ンウムー

lb日泉質名〉(単純温 泉〉| (単袖温泉rI噌盟主類一食塩泉〉
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湧 出 地 南字津誉軽郡邸平賀町大字切明 南字津武軽元2郡6藤-崎1町大字藤崎
田 5-1
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Nム166 滝の湯温泉 No. 167 久吉温泉 No. 168 湯の川鉱泉温泉

五所川原市田町10-5 南字津詰軽ヶ郡平碇8~ケ関1 村大字久吉 青1森-市14駒4の込内字南駒込山
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源 泉 名 INo. 169 十五番温泉 i比 170 城ヶ倉 2号泉 | 
湧 出 地|南津軽郡藤崎町大字藤崎 |青森市荒川字南荒川山国有|

字西浅田59ー 5 林254林班二小班 l 
調査年月日 54. 9 . 28 54. 9 . 28 

泉温(気温)oc I 44. (24) 41 (23.5) 

湧出量 s/分 262

pH値直 後 8.8 8.1 

一試験室 8.78 8.04 

密度 (20
0
/40

) I 0.9984 0.9985 

蒸発残留物 g/kg I 0.3157 0お

竺乙土土一ン I m叫g I 川m 叫 1m 叫 %I mg I 

69.0 I 3.00 I 91.19 

2.7 I 0.07 I 2.13 

0.1 i 0.01 I 0.30 

0.2 I 0.02 I 0.61 

3.2 I 0.16 I 4.81 

0.3 I 0.03 I 0.91 

0.0 I 0.00 I 0.00 

H' 

Na ・

K' 

N~' 

恥19・.

Ca・・

Al'" 

恥1n・.

Fe" Fe'" 

陰イ

F' 

H2S 

|竺 l成分 総計 g/kg

lil (旧泉質

0.4093 

アルカリ性単純温泉
(単純温泉)

mg 己竺 1mva~% 

m56.80T-~∞ 

mg 1m 叫 1mー云

100. 223557ム-r…;l
引土竺|

|m叫 1m叫 Ml

14.4 0.72 
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一
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一
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一
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m
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比
一
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m
一
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日

一
分
一

一
成
「
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M
y
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均
一
計
一

t
一
山
町
ヘ
・
0
・

C

B

r

0

H

a

臼

H

H
一

一

直

一

H
H
α

一
遊

95.51 4.29I 100. 
I 

mg 1m
叫

1
m 叫刻

0.3 I 0.02 I 0.47 

1.19 27.74 

32.1 0.67 

0.5 0.01 0.23 

146.6 2.40 55.94 

0.4845 

単純温泉
(単純温泉〉

50 -

16.78 

比 171 柏木温泉

南津軽郡平賀町大字柏木町
字柳田227-1

54. 10. 8 

47 (16) 

473 

7.8 

7.89 

1，0010 

3.649 

| ナトリウ吋化物温泉
(弱食温泉〉

3.771 



Na. 172 馬門道泉

上北郡野辺地町字馬門道58-5

54. 10. 12 

32.5 (20) 

8.85 

8.84 

0.9986 

0.2393 

mg 1 m 叫

53.8 

2.3 

0.0 

0.1 

0.0 

0.2 

0.0 

0.1 

56.51 

mg 1 

2.34 

0.06 

0.00 

0.01 

0.00 

0.02 

0.00 

0.00 

96.30 

2.47 

0.00 

0.41 

0.00 

0.82 

0.00 

0.00 

24.3 1 1∞ l 

mval 1 m 叫 %1

0.4 

35.1 

0.1 0.01 

Na. 173 六戸ヘルスセンター温泉|肱 174 国吉温泉

上北郡六戸町大字上吉田 l 弘前市大字黒土字山下 4~1
字上川原10~1

54. 10. 12 

45.5 (18) 

330 

7.8 

7.90 

1.0012 

4.099 

a
 

v
 

m
 

ub m
 

67.171100. 1 

m 叫 1m 叫 %1

一

4

5

3

9

1

9

一

一
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o
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-

一

却

3

1

8

-

ο

一
g

一
日
一

m

--一

2179. 

0.41 

60.50 

0.93 

0.08 

1.59 

4.04 

0.00 

0.03 

0.2 

4740. 1 205.9 1 

|m叫 1
m叫%

lm叫 %1

90.07 

1.38 

0.12 

2.37 

6.01 

0.00 

0.05 

lm1  67.991 

119.4 1.56 

12.47 0.2963 

アルカリ性単純温泉
(単純温泉)

111.0 1.62 

4.164 

54. 10. 9 

61 (23) 

450 

7.8 

7.68 

1.0072 

12.56 

188.0 

3.40 

0.11 

0.80 

13.61 

0.01 

1

m 叫%

91.30 

1.65 

0.05 

0.39 

6.61 

0.0。
0.00 

0.00 

1.23 

0.00 

0.63 

100. 

ナトリウム一塩化物温泉
(弱食塩泉)
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0.00 

0.01 

7406 . 1 207.1 I 

ナトリウム一塩化物温泉
( 食 塩 泉 )



源

湧

泉

出

名

地

調査 年月日

泉温(気温)'C 

湧出量 .e/分

直後
pH伊一試験室
密度 (200/40

)

蒸発残留物 g/kg 

No. 175 新湯温泉 1号泉

西津軽郡岩崎村大字西岩崎
山国有林75林班た小班内

54. 10. 30 

50.4 (8) 

13.9 

7.4 

7.41 

1.0041 

6.960 

Nム176 新湯温泉 2号泉

西津軽郡岩崎村大字西岩崎
山国有林75林班た小班内

54. 10. 26 

36.2 (19) 

75 

7.4 

7.90 

1.0012 

3.427 

!hl-温泉
l 弘前市松原東4丁目 5ー 3

54 11. 6 

44 .5 (10) 

18  
8. 

iO 

，4 

26 

1.0001 

2.754 

ン Img 1m叫 1mval %1 mg I m val 1m叫 %1 mg 1m叫 1m川%

計 一一[ーム~---r ムム|…~----r-~-;~8~---r ム:ふ I---~~;-.-----I …~---I ム~-;~-T--{ムーー

ン 1mg 1 m叫 1m叫 %1 mg 1 m叫|ドm叫%刻Im叫g 1 m 叫 Imv~戸\
| 

証 r--一-ム…i一I---~-…i一ι…iよ五.2 I …ふぷ証:一一丁十r-一一-ム…ムゐ 5一3.ぷム円i…ふ玩一一一1一一T--1一ι;[ ム……}云副j可1---1ふ…ふ:一

遊ユιJ分

l主t;JJ4
54.6 1.25 3お

3;11O1l
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i:[ 空l[ 

iq i i 
一…

0.0 1.一句
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1

一

5…よよ一;グ?| i

一
4ムよ I------~計17.5 1. 5示同
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比 178 十三湖温泉

北津軽郡市浦村大字相内
字吉野129

54. 12. 14 

25.5 (7) 

692 

6.6 

6.65 

1.0027 

5.921 

mg 

1793. 

41.1 

0.0 

147.7 

92.0 

0.1 0.01 

2741. 77.31 

Na. 179 六)11目温泉

三沢市大字三沢字庭構875-3

54. 12. 6 

45 (11) 

300 

7.2 

7.11 

1.0082 

13.16 

m val I m val月| mg 

78.0 81.30 4368. 

1.05 1.10 140.8 

0.00 0.00 4.2 

12.15 12.66 232.4 

4.59 4.78 294.6 

0.02 0.02 0.1 
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mg m val 
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689.7 30.00 97.72 

7.0 0.18 0.59 

1.2 0.07 0.23 

3.0 0.25 0.81 

3.4 0.17 0.55 
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25.74 
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源

湧

泉

出

名

地

調査年月日

泉温(気温)r 
湧出量 .e/分

pH値直 後
試験室|

密度 (200/40
)

蒸発残留物 g/kg I 

Nム181 朝日温泉 2号泉

弘前市土手町 4

54. 12. 20 

42 (15) 

110 

8.0 

7.82 

1.0019 

5.034 

ぬ 182 柳沢温泉

上北郡東北町字柳沢
59-135 

55. 1. 28 

54.5 (12) 

340 

7.6 

7.44 

1.0069 

12.12 

No. 183 富田温泉

弘前市大字富田町83-1

55. 2. 14 

26 (3) 

266 

8.0 

7.72 

0.9983 

0.4361 

陽イ オン I mg Il~ーし-al 1m 凶 %1 mg m-~al 1m叫 %1 日1m叫 1m 叫%

H. 

Na. 

F' 

Cl' 

Br' 

OH' 

H8' 

8203" 

804" 

HP04" 

HCO'3 

H2SiU:l 

HB02 

CU2 

ー

[一一i示~-r--8~~~~-l …. 1 一~--T--iム~-~---r ---{~o~-----1-----i~~-.-~--I …-r-ふ一一
ン I mg 1m 叫 1m 叫 %1 mg 1m 叫 1m 叫 %1 mg I m va 1 1m 叫%

1 
85.371 100. 7331. I 200.4 1 100. 277.41 6.551 100 
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Nム184 尾野病院温泉

西津軽郡木造町字曙20-9

55. 2. 20 

65 (5) 

600 

7.8 

7.36 

1.0086 

13.93 

Na. 185 八戸港湾温泉

八戸市大字河原木字海岸16-4

55. 2. 27 

31.0 (2.6) 

450 

8.3 

8.89 

0.9984 

0.1967 

Na. 186 百石温泉

上北郡百石町字下前田83

55. 2. 27 

42.5 (6) 

643 

7.8 

7.70 

1.0048 

8.750 

mg m val 
1m

叫
%1

5104. 222.0 94.51 

109.5 2.8 1.19 

1.2 0.07 0.03 

57.0 4.69 2.00 

106.0 5.29 2.25 

0.0 0.00 0.00 

0.1 0.00 0.00 

1.0 0.04 0.02 

5379. 1234.9 1 100. 

mg m 叫 1m 叫 %1

m1  237.6 I 

Q
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一

F
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一

4
吐

一

円

U

一ハ
U

一

句

i

1.50 

1.90 

0.09 

3.49 

14.37 

含硫黄ーナトリウム一塩化物
温泉(硫化水素型)
(食塩硫化水 素 泉 〉

2.80 

0.00 

mg 
1
m叫%

2897. 126.0 88.11 

86.0 2.2 1.54 

1.6 0.09 0.07 

50.1 4.12 2.88 

210.6 10.51 7.35 

0.1 0.01 0.01 

0.6 0.02 0.02 

0.7 0.03 0.02 

0.00 

0.03 

0.00 

mg 1 m 叫 1m 叫 %1

46.0 2.00 96.62 

1.2 0.03 1.45 

0.1 0.48 

0.0 0.00 0.00 

103.6 

2.6 

一
2

一

円

b
一
叩

1.45 

0.00 

間 o1 100 

m 叫 1 m val % 

0.00 

127.4 

0.00 

88.11 

5.80 

0.97 

84.54 

603.3 12.56 8.69 

4.61 281.0 3.20 

m val 

ーム I 5399. 144.6r---

1.33 

0.06 

1.39 

0.2738 

アルカリ性単純温泉
(単純 温泉〉
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2.32 

17.5 0.40 

8.845 

ナ(食トリウム塩塩化物温泉)泉
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